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モ ル モ ン経 ，は

神のみ書葉である
大管長

エズ ラ ・タ フ ト・ベ ンソ ン

私
たち末 日聖徒 イエス ・キリス ト教会の会員は，モル

モン経を神のみ言葉であると信 じています。(信仰箇

条第8条 参照)そ れは神 ご自身， またモルモ ン経の記録者，

見証者たちも宣言していることです。そしてモルモン経を

読んで，真実の書物であるという啓示を神か ら受けたすべ

ての人がそのことを宣言 しています。

教義 と聖約20章 の中で，主は，「モルモン経を翻訳するた
ち か ら

めに天 よ り能 力 を彼(ジ ョセフ ・ス ミス)に 与 えた り。 こ

の書 の中 には…… イエ ス ・キ リス トの完全 なる福 音 とを載

せた り。 また この書 は霊 感 に よ りて与 えられ 〔る〕」(教 義

と聖約20：8-10)と 告 げてお られ ます。

予 言者 であ り， モルモ ン経 の記録者 の ひと りで あった二

一 ファイは
， この書物 には「キ リス トの言葉 」(II二 一 フ ァ

イ33：10)が 記 されて いる と証 して います。 また最後 の記

録 者で あるモ ロナイ も， 「これ らの こ とが真 実 であ る」(モ

ロナイ17：35)と の 証 を述 べ てい ます。

現代 に，天使 として神 から遣わされ，三人の見証者 にこ

れ らの古代の記録を見せた人こそ，ほかならぬこのモロナ

イです。モルモン経 には，三人の見証者の証言が次のよう

に記されています。「われわれは神の御声が明らかに告 げた
ち か ら

もうた か ら，神 の賜 と能力 に よって この記録 が翻訳 され た

ことも知 って いる。 それであ るか ら， われわれ は この経典
たしか わか

が真 実 である ことが確 に解 るの であ る。」

最 も正確な書物

神の指示 を受けてこの記録 を翻訳した予言者 ジョセフ ・

スミスも次のように証 しています。「モルモン経はこの地上

において最 も正確 な書物であ り，私 たちの宗教のかなめ石

であって，人がその教えに従って最 も神 に近づくことので

きる書物である。」(「教会歴史」4：46!)

モルモン経は現代の私 たちのために，神 の霊感と導 きを

受けた人々によって書かれたものです。彼 らがモルモン経
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を記録 したのは，私たちの祝福のためです。 この書物 は現

代に生 きる私たちのために備えられたものなのです。

古代の予言者モルモンは，何世紀にもわたって書き留め

られてきた記録を短くまとめました。そのためこの書物は

彼の名にちなんでモルモン経 と呼 ばれています。初 めから

終わ りに至るすべてのことをご存じの神 は，今 日の私たち

が必要 とする事柄 をモルモンに告 げ，それをその抄録の中

に書 き入れさせました。やがてモルモンは，最後 の記録者

である息子モロナイにその記録 を託 しました。 そしてモロ
1ナイは
，1，500年以上 も前に書 いたこの記録の中で，今 日'の

私たちに対 しt次 のように述べています。「見よ，私はあな

たたちが今 目の前にあるかのよう1こ話 しているが，本当は

あなたたちはまだ生れないのである。rしかし，イエス ・キ

リス トが前以てあなたたちを私 に見せたもうたのであなた

たちの行いが今私に解 るのである。」(モ ルモン8135)

ユダヤ人と異邦人に神を信 じさせる

モルモン経が世に現わされた目的は，そ のとびらのペー

ジにあるように，「ユダヤ人と異邦人とにイエスは永遠の神

なるキリス トにましまして，万国の民に現われたもうこと

を確信させる」 ことです。

モルモン経の最初 の記録者である予言者二一フ，アイはこ

う語っています。

「私が一心に志すところは，すべての人がアブラハムの

神，イサクの神，ヤコブの神 のところへきて救われること

を，かれらに説いて信 じさせることである。

それであるから，私は俗世 間に喜ばれることを書かない

で，神 と俗世問の仲間でない者を喜ばせることを書く。

であるから，私 は私の子孫に人間にとってねうちのない

ことでこの版をふさいではならぬと命 じよう。」(1二 一フ

ァイ6：4-6)

モルモン経はふたつの方法をもって人々をキリス トのも

とに導いています。そのひとつは，キリズ トとその福音に

ついて率直に告げる方法です。モルモン経 はイエス ・キリ
あがな

ストが神の子であること， また私 たちに照 い主が必要であ

り，主に信頼 を置 くことが必要であることを証 しています。

さらにモルモン経は，堕落 と購罪 と福音の第一原則につい

ても証 しています。その中には，へ りくだる心 と悔 いる精

神 を持つことと，みたまによって生 まれることの必要性 も

説かれています。 また，私たちは正義 を守 って終わ りまで

耐 え忍び，聖徒 として徳高い生活 を送 らなければならない

ことも教えています。

偽 りの教えを打ち破る

第2は ，キ リス トの敵を明らかにする方法です。モ ルモ

ン経 は偽 ゆの教義を打 ち破 り，争論を鎮 めるものです。(II『

二一ファイ3：12参 照) 、またそれは，謙遜にキ リス トに従
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う者たちが，今 日の悪魔の企てや戦略， その教えに対抗で

きるよう力を与えるものです。モルモン経の中に描 かれて

いる背教者のタイプは，今 日のそれによく似ています。私

たちが誤 りを見抜 き，今 日の誤った教育や政治，宗教，哲

学などの概念 といかに戦 った らよいかその方法を知 ること

がで きるように，神 は実 に無限の先見の明をもってモルモ

ン経を備 えられたのです。

神は私 たちに，モルモン経を様々に活用するよう期待 し

ておられます。私 たちは祈 りの気持 ちをもって丹念 に読む

と同時に，読みなが らこの書物が神 によって備 えられたも

のか，それとも無学な若者の創作 によるものか，深 く思い

巡 らすことが大切です。そしてこの書物に書かれているこ

とを読み終 えたら，モロナイが勧めているように， これら

の言葉を試 してみなければなりません。「またこの記録 を受

ける時， それが真実なものか どうかをキリス トの御名によ

って永遠の父なる神 に問え。 もし誠心誠意でその上キ リス

トを信 じながら問うならば，神は聖霊の力によってこの記

録が確なもので濁 ることをあなたたちに示 したもうにちが

いない。」(モ ロナイ10：4)私 はモロナイの勧めに従って

みました。そのことでみなさんに証したいと思います。こ

の書物 は確 かに神が備えられたものであり，まことに真実

のものです。

私たちはまた，福音の教 えの基 としてモルモン経 を使む

なければなりません。教義 と聖約42章 で，主は次のように

述べておられます。「また当教会の長老，祭司，および教師

たちは……完全 なる福音を載せたるモルモン経 とに誌され

たるわが福音の原則を教 うべ し。」(教 義 と聖約42：12)

モルモ「ン経 を読み，それについて教 えるときには，その

聖句が「私 たちの学問と利益 になるように」(1二 一ファイ

19：23)見 立てる必要があります。

また，教会 に反対する人々 に対処するときにも，モルモ

ン経 を使 わなければなりません。父なる神 とその御子イエ

ス ・キ リス トは，驚 くべき示現のうちに，ジョセフ ・ス ミ

スのもとを訪れました。その栄 えある出来事の後，ジョセ

フ ・スミスはそのことをひとりの牧師に語 りました。 ζ』こ

ろが驚いたことに，その牧師 は，今の時代 に示現だの啓示

だのというものはない，そのようなものはすべて過去のこ

とだと言って，ジョセフ ・ス ミスをあざけったのでした。

(ジ ョセフ ・スミス2：21参 照)

この言葉は，非教会員や異論 を唱える会員が教会に対 し

て投げかける反論 を象徴するもので した。言い換 えれば，

彼らは，神が予言者たちを通 して今 日も教会にそのみここ

ろを示 されるという事実 を信 じていないのです。堕胎，多

妻結婚， あるいは安息 日の曜 日など， どのような事柄であ

ろうと， それ らはすべて基本的に，ジョセフ ・ス ミスとそ

の後継者が実際 に神 から啓示を受 ける予言者か否かという

点に帰着 します。次にモルモン経 を使 って，多くの反論を
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どのように処理すればよいか， その手順 を示 しましょう。

第1に ，反論 されている事柄 について理解する。

第2に ，啓示か らその答えを出す。

第3に ，その答えがどれほど正 しいものであるかは，啓

示が現代の予言者を通 じて与 えられるか否かという点にか

かっていることを示す。

第4に ，現代 にも予言者 と啓示が存在するかどうかは，

モルモン経が真実か否 かにすべてがかかっていることを説

明する。

したがって，反対者が解決しなけ』ればならない問題 はた

だひとつ，モルモン経が真実か否かです。 もしモルモン経

が真実の書物であるならば，イエスはキリス トであ り， ジ

ョセ・フ ・スミスは予言者であり， また末 日聖徒 イエス ・キ

リス ト教会 は真の教会 であって， この教会 は今 日予言者が

啓示を受けて導いていることにな ります。

私たちの主要な務め

私たちの主要な務 めは福音を宣べ伝えることです。 しか

も，有効 に宣べ伝 えなければなりません。私たちはすべて

の反論に答える義務 はありません。人は皆，信仰 をもって

物事 を決 しなければならない状態に置かれることがいつか

はあるでしょう。そのときにはすべてを自分 自身で決 しな

ければなりません。二一ファイは次のように語 っています。

「あなたたちがもしもこの言葉がキリストの言葉でないと

思 っても，終 りの 日になってキリス トは能力 と大きな栄光
もっ

とを以て それが キ リス トの 言葉 で ある ことをあな たた ちに

認 め させ た もう。 その ときにあ なたた ちと私 とはキ リス ト

の法廷で対面 す る。 そ うすれば， あな たたちは私 が 弱い者

であ るのに これ らの事 を書 け とキ リス トか ら言われ た こと

を知 るで あろ う。」(II二 一 フ ァイ33：11)人 は 皆，神 か ら

責 任 を問 われ るこ とを知 り， みず か らを裁 くに違 いあ りま

せん。

主 はモルモ ン経 につ いて，「イスラエル の家 に属 する・・…

民の旗」 とな り， その言葉 は 「世界 の隅々 まで も響 きわ た

〔る〕」(II二 一 フ ァイ129：2〉 と告 げて お られ ます。私 た

ち教会員 は，特 に宣教 師 は， この モルモ ン経 を世 界 の隅々'

まで も響 きわ たらせ， 証 壼る者 とな らなければ な りませ ん。

モル モ ン経 は私 た ちが掲 げ るべ き偉 大 な旗 で す。 それ は

ジ ョセフ ・ス ミスが予言者 で あった ことを示 し， キ リス ト

の み言葉 を告 げる もの です。 そしてモル モ ン経 の もつ大 き

な使命 は， 人々 をキ リス トの もと に導 くこ とで す。 その他

の事柄 はすべ て二義 的 な ものです。「あ なたはキ リス トにつ

いて もっ と知 りたいで すか」 とい うのが， モル モ ン経の黄

金 の質問 です。 モル モ ン経 によって立派 な求 道者 が見 つか

ります・ そこには「俗世 間 に喜 ばれ る こと」(1二 一 フ ァイ

6：5)は 書 かれて いません。 したが って，世 俗的 な生活

を追 い求 め る人 々 はモ ルモ ン経 に関心 を示 しません。 この
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書物 は人々をえり分 ける大きなふるいなのです。

一 生懸命に学ぶ

モルモン経 に説かれている教えを一生懸命 に学び，また

これを誠実 に伝道の業 に用いている人は，ユダヤ人と異邦

人とレーマン人に私たちの告 げるメッセージが真実なもの

であるこどを確信させるために，神がこの書物を伝道の道

具 として宣教師に与 えておられることをその心に強く感 じ

るに違 いあ りません。

ところが私たちは，十分にモルモン経 を活用していない

のです。もしも私 たちがそれを用いて子供たちをキリス ト

のもとへ導かなければ，家庭は堅固なものとならないでし

ょう。また， この書物 を使って偽 りを明らかにし，それ眞

対抗するすべを学ばなければ，私 たちの家族は世 の流行 や

教えに打ち負かされてしまうかもしれません。宣教師はモ

ルモン経を携 えて福音を宣べ伝 えなければ， よい成果 を上

げることはできません。親 しい交わり，倫理的な面，文化

的な面，教育的な面 に引かれて教会 に改宗 した人も，モル

モン経に記 されている完全な福音にまでその根 を下 ろさな

ければ，現代の誘惑 に耐えることはできないでしょう。ま

たモルモン経を旗 として掲 げなければ，福音を教えるクラ

スは霊的 に満たされることがないでしょう。さらに，神の

み言葉を読 んでそれを心 に留め，秘密結社 を助長 させるよ

うなことをやめない限 り，国家は次第に衰退 するようにな

ります。モルモン経には，過去のアメリカの文明が秘密結

社 のために滅びたことが記録されています。

新たな誓約を心に留 める

初期の宣教師の中のある人々は，伝道の帰途，モルモン

経を軽々しく扱 ったために，教義 と聖約84章 にあるように，

主 の叱責を受けました。そうした行為の結果，彼 らの心 は

暗 くなっていました。主が語 っておられるように，モルモ

ン経 を軽んじる行為は，全教会 を， またシオンの子 らをさ
もと

えのろいの下 に置いたのです。続いて主は言 っておられま

す。「されば人々悔 い改めて，新 なる誓約 すなわちモルモン

経 と先 にわが与えたる以前の誓約 とを思い起 して，ただこ
　ロレ

れ を口にす るの みな らず，、また わが誌 した る所 に従 いて こ
のろ

れを実行するまで依然この咀いの下 にあるべし。」(教義 と

聖約84：54-57参 照)私 たちは今なおこののろいの下にと・

どまってはいないでしょうか。

モルモン経を読む人は，伝道に出たいという気持 ちを抱

くに違いあ りません。現在私 たちはもっと多くの宣教師を

必要としています。 しかし私 たちが必要 としているのは，

モルモン経をよく理解 し，愛読 している人々の所属 するワ

ー ド部，支部や家庭から出る， よく準備のできた宣教師で

す。宣教師としてモルモン経を携 えて人々を訪ね，福音 を

伝 える大きなチャレンジと準備の 日は間近に迫 っています。
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私たちは福音のメッセージを宣べ伝 えるにふさわしい霊的

な宣教師を必要 としているのです。

結果がどのように出るかは，私 たちがモルモン経にどの

ように応じるかにかかっています。

主 は言ってお られます。「信仰をしてこれを受 け入れ義 し
おこない

き行為 をなす人々は永遠の生命の栄冠 を受 くべし。「
かたくな

されど信 ぜず して心 を頑固 にし， これを受 けいれざる
ゆ え ん

人々 は この こと己れ らが罪せ らるる所以 とな るべ し。

何 となれ ば，これ を主 なる神 語 りた まいたれば な り。」(教

義 と聖約20：14-16)

モ ル モ ン経 は真 実 の書 物 で しょうか。 そうです。確 か に

真実 の書 物 です。

それ はだれの ための書 物 で しょうか。 私 たちの ために備

え られ た書物 で す。

その 目的 は何 で しょうか。 人々 をキ リス トの もと に導 く

こ とで す。

それ は どの ように して行 なわ れるので しょうか。 キ リス

トにつ いて証 し， キ リス トの敵 を明 らかにす るこ とによっ

てです。

私 たちは モル モ ン経 を どの よ うに使 うべ きなので し ょう

か。 モルモ ン経 につ いて証 を得， これ を使 って教 え， これ

を旗 と して掲 げ，伝 え広 め るのです。

私 た ちはこの ことを行 な って きたで しょうか。 まだ まだ

十分 で はあ りません。

永遠 の結 果 は，本 当に この書物 に対 す る私 たちの態度 に

か かってい るので し ょうか。 そ うで す。祝 福 もの ろい もモ

ル モ ン経 に対 す る私 たちの態度 にかか って い ます。

生涯にわたって学び続ける

末 日聖徒はすべて，生涯 この書物 を学び続けるべきです。

さもなければ，自分 自身を危険にさらし，信仰 と知識の一

致 をもたらすものをなおざ りにしていることになるのです。

確かに，モルモン経 を読んでキリス トの岩を基 にして立 ち，

鉄 の棒 にしっかりつかまっている改宗者 と，そうでない改

宗者との間には大 きな隔た りがあ ります。

四半世紀前，マ リオン ・G・ ロムニー長老がこのタバナ

クルで次のように語ったことがあります。「私が弁護士 を開

業 しようとしていたときのことです。私 の家族 はそのこと

を少 し心配 していました。私が信仰を失うのではないかと

恐れていたのです。確か に私 は，弁護士 として働 きたいと

思 っていましたが， それ以上に， 自分の証 を保ちたいと強

く望 んでいました。そこで私はちょっとした計画を立てま

した。皆 さんにもお勧めしたいと思います。それは，毎朝

一 日の仕事 を始める前 に，30分 間モルモン経を読むという

計画でした。
・こう・して私 は一 日のうちのわずかな時間を割いてモ

ルモン経を読み続けました。 そしてそれは9年 間続 いたの
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で す。 こう して私 は， モルモ ン経 に書 かれて いる事柄 に添

った生 活 を送 って いれば，主 のみ たま との調和 を保 つ こと

1がで きる ことを知 りま した
。

モルモ ン経 は，何 に も増 して私 を主 のみ たまに近 づ けて

くれ ます。」(「大会報告 」1949年4月 ，p.36)

私 も ロムニー会 長 の勧告 に まった く同感 です。

次 に，私 たち はモルモ ン経 につ いて何 を語 らな ければな

らな いで しょうか。 この書物 は真実 の書 物 であ るとい う自

分 の証 です。私 はこの こ とを， 自分 が今生 きて いる ことを

知 って いる ように確 か に知 って い ます。 かつて予言者 ジ ョ
」セ
フ ・ス ミスは次 の ように言 いま したが，私 たち もこれ に

唱和 したい と思 い ます。「私 は兄弟 たち に，モル モ ン経 はこ

の地上 にお いて最 も正確 な書 物 であ り，私 た ちの宗教 のか

な め石 であ って， 人 がその教 えに従 って神 に近 づ くことの

で きる書 物 であ ると語 った。」

皆 さんが このか なめ石 について知 り，これを活用 し，もっ

と神 に近 づ くことが で きるよう に心 か ら願 ってい ます。口

ホームティーチャーへの提案

強調点 ：ホーム テ ィー チングの ときに， 以下 の点 について

話 し合 うと よい で しょう。

1.ベ ンソ ン大管長 は， モルモ ン経 は現 代 の私 たちのため

に書 かれ た書物 で ある という点 を指摘 して いる。 モル

モ ン経 は，「ユダヤ人 と異邦人 とにイエ スは永遠 の神 な

るキ リス ト」 で ある ことを理解 させ るた めに記録 され

た。

2。

3.

ベ ンソン大管長は，祈 りの気持ちでモルモン経を読み，

忠実 にその教 えに従 うキリス トの謙遜 な弟子は，悪魔

の邪悪 な企てに立ち向かう力を得ることができる， と

述べている。

末 日聖徒はすべて，モルモン経を生涯学び続けていか

なければならない。ベ ンソン大管長 は， もしそうしな

ければ， 自分 自身を危険にさらしていることになると

警告 している。

話 し合いを進めるために

1。 モルモン経の主要 な目的は何か。

2.私 たちはモルモン経が神めみ言葉 であるというこどに

関 して，予言者 たちの証 に依存 しなければならないの

だろうか。 自分 自身でその確信 を得ることはできない

のか。

3.祈 りの気持 ちでモルモン経を読 むことにより， どのよ

うな祝福が得 られるだろうか。

4.モ ルモン経 と，それがあなたにとって重要な意味を持

つものであることについて証 をする。
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与えてくれるもの 日々の糧
ドゥワン ・J・ヤ ング

ンジを受けたのです。 それまでの私は，

まだ全部を読み通 したことがあ りません

でした。読 んでいて，真実 であるという
ほお

みたまの証が感 じられるたびに涙が頬 を

伝わって きたことを覚 えています。私 は，
なんじ

主が二一フ ァイに言われたように 「汝 は
ゆえ

信仰ある故 にさいわいなり。そは，汝へ

りくだりたる心 もて熱心にわれをたずね

求めたればなり」(1二 一ファイ2：19)

と主 から言って もらえるようなふさわし

い人になりたいと思ったものです。

それから3年 ほどたって，私 は祝福師

の祝福 を受 けました。 その中で私 は，証

を強めるために祈 りの気持 ちでモルモン

経を読むよう勧告を受 けたのです。この

約束は， この神聖な経典を続けて学ぶに

つれ，年々成就 されつつあ ります。

モルモ ン経の教 えのおかげで，祈 りの

必要性 と祈 りが もたらしてくれる祝福 に

対する私の証 は大 いに強められました。

十代の若者として，私 はアルマ書34章17

節 か ら27節 までの勧告 を文字 どお りとら

え，試験 を受 ける前や， ピアノの発表会

の前 に， そして人前で話 をしなければな

らないときなど，必ず祈 るように してい
ゆる

ました。 また赦 しを願ったり，知識 を求

めて祈ったりしたこともありました。私

の中には，天父が常 にそばにおられ，絶

えず私に平安 と慰めを与えて くださると

いう確信 があったのです。

我 が家 の一番下の息子ジェフが まだよ

ちよち歩 きの ころのことですが，私 は理

由 こそ違え，イノスのように(イ ノス11
ささ

4参 照 〉熱烈な祈 りを捧げたことがあり

ました。 ジェフは塗料用のシンナーを飲

み込 んで しまい，呼吸困難 に陥ってしま

ったのです。私 は彼を腕に抱 きかかえる

と，半狂乱 のまま車に飛び乗 り，呼吸が

できるようにと主 に声高 に祈 りなが ら，

近 くの病院の救急室に駆け込みました。

永遠にも似た時間が経過 した後，酸素不

足から体 はかなり青白くなっていました

が，気道が開 き， ジェフは呼吸を始めた

のです。私の祈 りは聞きとどけられたの

です。感謝のあまり私 は涙を止めること

ができませんでした。

その後 の5年 間は私にとって生涯で最

もつらい時期 とな りました。私たち夫婦

はもっと子供 が欲 しい と思 っていました

が， その祝福 がなかなか与え られません

で した。 そのような中でヤコブ書4章10

節 を読んでいた私 は，その聖句か ら慰め

を受 けたのです。「主 に向って勧めをしよ

うとはしないで主から訓戒 を受け ようと

せよ。 ごらん，あなたたちは主が智恵と

正義 と大 きな憐 みとをもって，造 りたも

うた万物を勧め戒めて治めたもうている

ことを知っている。」主 は，私たちにとっ

て何 が一番 よいかを私 たち以上 によくご

存 じであるということを理解する必要が

あったのです。主 に信頼を置 くようにな

ってから，私の心 は安 らぐようになりま

した。そしてその後，私 たちは多 くの子供

に恵 まれたのです。それは確かに，主の時

間表 に合 ったものだったのでしょう。

人生には試練がつきものです。 しかし

モルモ ン経は私たちがそれ らに積極的 に

取 り組む力 を与 えてくれます。 ヒラマン

に対するアルマの忠告は，長 い間私の目

標 とな って きました。アルマはこう言っ

ています。「朝起 きる時 には神 に感謝する

念を胸 に満せ。」(ア ルマ37：37)こ う し

た感謝の気持 ちは， その 日一 日を幸せに

してくれるはずです。

責任が与 えられ， 自分 の能力の無 さを

感 じるとき，私 はアル マ書20章 の4節 に

あるアルマに与 えたラモーナイの指示を

思い起 こすようにしています。 ラモーナ

イのこの言葉は私 に対 して与えられたも
なんじ ちか ら

ので もあるのです。「われは汝が主の能力

で何事 でもできることを知 っている。」こ

の言葉 はどんな責任をも積極的に受け入

れ，前進 していく勇気 を与えて くれます。

私にとってモルモ ン経を通 して得 られ

た最 も大切 なものは，救い主イエス ・キ
けいけん

リス トに対 する深 い愛と敬慶の念です。

私 は二一ファイ第三書を読 むたびに，私

もその場 にいて，御父に語 りかけられる

主のみ声 を聞き，子供たちを祝福 される

主にまみえることができたならと願わず

にはいられないのです。(III二一 ファイ17

参 照)し かしこの偉大な書物を祈 りの気

持ちで読 むときに，私にもその主のみ言

葉が聞 こえて くるのを感 じます。私の証

は確 かに強 められ， より豊 かな人生 を送

っています。私 たちが自分 の務 めを果た

し， 「キ リス トの言葉をよく味わ」う(II

二一 ファイ32：3)な らば，それらは私

たちのなすべきことをすべて教 えてくれ

るに違 いあ りません。□
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南ア7リ カの高等評議員は，孤立 した黒人の

会員たちへの奉仕によっτ強められτ のった

ダ 乏薪灘顯 ㌫響轡弊葺岱論
に訪 れた旅 は，忘 れ られ ない数 々の経験 の始 まりで した。

それ らの経験 を通 して， 天父 が神 の子 を人種 を超 えて導 き，

神 に仕 える者 た ちに愛 とみ守 りを与 えてお られ るこ とを理

解 する ようにな りま した。

ク イー ン ズタウンはケープ ・プ ロ ビンスの東部 に位 置す

る盆地 で， シスキと トラ ンスキの黒 人た ちが居住 する州 の

境 の ところにあ りま した。私 の担 当は海沿 いの イー ス トロ

ン ドン， ク イー ンズ タウ ン， シスキのサ ダと シマ ゼー ラー，

トラ ンスキの イ リンゲの各 ユニ ッ トで した。

最近 ジンバブエの ハラ レか ら移 住 して来 たばか りの私 は，

最初 は ダニス ・ロー ベ ンヒーマー兄弟 の同僚 として訪 問 し

ました。彼 は以前地 方部長 会 の責任 にあ り，私 の担 当地域

の事 情 によ く通 じて いま した。

●サダ支部の会員たち

ゼーラーヘ
E・E・ フ ー リ ー

葬儀 店 の集 会場

クイー ンズタウン支部 の集 会場 は一 風変 わった場所 で，

非教会 員 が経営 す る葬儀 屋 の建物 を無料 で借 りて いま した。

そ こには羽 目板 の壁 と薄暗 い照 明， そ して オル ガンが一 台

あ りました。聖 餐会 の最 後 の話 者 はいつ も，教 会 の横 で鳴

る鐘 の音 の邪魔 が 入 ります。 その やか ま しい音 は時折数分

も続 くこ とが あって， 話者 はその 間話 を中断す るか， あ る

いは鐘の音 よりも大 きい声 で話 す か しなければ な りません

で した。支部 の集 会は 日曜 日の朝7時 に始 まるの で， 集会

を終 えてか ら遠 く離 れ た黒 人の諸州 の支部 を訪 問 する には

十分 に時 間が あ りま した。

ク イー ンズタウ ンヘの最初 の訪 問が終 わる と， ローベ ン

ヒー マー兄弟 と私 は イリンゲ に向 か いま した。 そ こで はオ

ー グステ ン ・ム ジェーバ支部 長 を はじめ として70人 以上 の

聖徒 たち に会 い ました。彼 らの集 会所 は， 波形 の トタン屋

根 と汚 れた床 の学校 の教室 を借 りた もので， アフ リカの太

鼓 で歌 の リズムを とる他 の宗教 団体 と共 同で建 物 を使 用 し

て いま した。太鼓 と歌 で集会 を中断 される ことはあ って も，

私 たちはみ たまを強 く受 け ま した。 そう した環境 の中 で集

って いる聖 徒 た ちか らは温か い愛 を感 じました。

ク ィー ン ズタ ウンヘ の2度 目の訪問 で は， サ ダ支部 とシ

マゼー ラー支部 に立 ち寄 るこ とに な りました。

ユ ニ ー クな ハ ー モ ニ ー

サ ダの教会 員 もイ リンゲと同 じように学校 の校 舎 で集会

を して いま したが，違 う点 は床 が松 の枝 で で きて いる こと

で した。 ヘ ドマ ン ・クゥオー ラ支部長 が人 なつ こい笑顔 で，

私 た ちの到着 を迎 えて くれ ま した。 ここで も再 び，60人 以

上 の支部 の会 員が私 た ちを握 手で歓迎 しよう と，一列 に並

んで待 っていて くれ ました。

私 た ちに彼 らの コサ語 がわか らないの と同 じように，彼

らも英語 がわか らないの で，支 部 では通訳者 を使 い ました。

(高 等評議 員 は言葉 を勉 強 す るよう にとい うステーキ部長

の指 示が 出てか らは，この障害 も克服 されつ つあ ります)こ

れ らの支部 で聞 く歌 はす ば らしい もので した。澄 み切 った

響 きの よい声で全 身か ら表 わ す喜 びの歌。 その すば らしい
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ハーモニーと声量 に，ぜひ耳を傾 けていただきたいものです。

サダ支部 の聖徒 たち との霊 的な集会 を済 ませ ると，私 た

ちは曲 りくね った砂利 道 を シマゼ ー ラーへ と出発 しました。
や ぎ

途中の道では道路にさまよい出て来る羊や山羊に絶えず注

意を払っていなければなりませんし，石 ころだらけの川底

を渡るときも注意しなければなりません。振動のために車

のマフラーがはずれて しまったこともありました。

シマゼーラーでは，ウィル ソン ・ヌクンクワと妻である

ジュディス ・ヌクンクワ， それに8人 の子供からなる非常

に霊的な家族に会いました。典型的なロンダバル(南 アフ

リカ原住民の丸 い小屋)の 石の外壁には，ヌクンクワ兄弟

が施 した見事な細工があ ります。また， しみひとつない清

潔な家の壁には，大管長と教会幹部の写真，それに讃美歌

の歌詞が書いてあるポスターがかけてあ ります。

ローベンヒーマー兄弟の言葉 を借 りれば，謙遜な彼 らの
けいけん

家庭では子供たちまでがやさしい口調で語 り， その敬度iさ

と霊性はあたかも主の宮居 にいるようで した。

苗週の訪問

最初のころの訪問の直後 に，ローベンヒーマー兄弟がイ
ース トロン ドンワー ド部の監督 に召され

，我が家 もクイーン

ズタウンに引っ越 しました。私はクイーンズタウンの宣教

師と家族の協力を得て，以前は月に1回 だった遠い支部へ

の訪問を毎週行なうようにしました。

クイ～ンズタウンの黒人居住区で暴動が起 こるまでは，

この訪問も成功のうちに続 けられていました。 しかし，暴

動が激しくなるにつれて，教会の集会ができなくな り，サ

ダの学校 の一部が焼かれて，教会員には集会所がなくなっ

てしまいました。安全のために宣教師が召還され， このよ

うな地域への訪問 も主のみたまによる勧めがあったときだ

け行なわれるようになりました。

ある日，そうした訪問で息子と共にサダヘ行 った私は，

支部の兄弟たちが地域のすべての男性たちと共 に，政治集

会に強制的に出席させられていたことを知 りました。 しか

し私 たちは姉妹 たちに霊的な励 ましを与えることができ，
いや

またひどい頭痛 に悩 まされていた姉妹 に癒 しの儀式を施 し

ました。

主のみ守 りを求めて

次の目的地はシマゼーラーで した。私たちがヌクンクワ

兄弟を訪問すると，前の晩に地域の若者たちがいくつかの

家族を襲 って家に押し入 り，殴打 したことを教 えてくれま

した。ヌクンクワ家族はひざまずいて祈 り，主のみ守 りを

求めました。翌 日の安 息日の朝になりましたが，彼 らの家

は無事 に壊 されずに済みました。

後 日シマゼーラーを訪問した私 と息子の リチャー ドは，

ヌクンクワ兄弟が重病であることを知 りました。そこで私

12

たちは聖餐 の祝 福 を したのですが， ヌ クンク ワ兄弟 が聖 餐

に対 す る敬慶 な思 いを表 わすた めに，上 着 とネ クタイ を身

につけ なければ な らな いと言 うので， 結局起 き上 が って洋

服 を着 るまで待 ってい ま した。 彼 は私 と リチ ャー ドが必 ず

その 日に来 る ことがわか ってい たこ と， そ して みた まによ

ってすべ てが首 尾 よ く行 なわれ る ことを知 らされ て いたこ

とを， 涙 なが らに話 して くれ ました。私 たちは帰 る前 に，

神 権 の権 能 に よってヌ ク ンク ワ兄弟 を祝福 しま した。

翌 日ヌク ンク ワ兄弟 の具 合 を見 に行 くと，奥 さんの ジュ

デ ィスが いて， ヌク ンクワ兄弟 はす っか り元気 にな って畑

を耕 しに行 って いる と言 うので す。

警告に耳を傾 ける

ある日曜 日，サダの会員たちに会いに行 こうとしていた

私は，不吉なものを感 じました。そこで妻 に，私が行かな

いとしたら会員 たちをがっか りさせることになると思 うと

話すと，彼女の返事 はこうで した。「アー二一，みたまが行

かないように勧 めるのなら， その警告 に耳 を傾 けなければ

いけないわ。」私 はそのとおりにしました。次 にサダを訪問

して，彼女の忠告が賢明であったことがわかりました。も

しその 日曜日に訪問 していたら，私 は暴動 に巻 き込まれる

ところでした。警察 は怒 り狂った群衆を鎮圧するために催

涙 ガスを使 い，そのガスのために聖徒たちは避難しなけれ

ばならなかったのです。

トランスキの州政府は可能な限 りの治安 を回復 し，私 は

イリンゲヘの定期的な訪問を続けました。 しかしクイーン

ズタウンとシスキー帯では，依然として暴動が続いていま

した。サダの聖餐会の出席者は急激に減 っていきました。

私 は再び， 日曜 日のサダの集会 に行かないようにという

導 きを感 じました。今度は何 の疑 いもなくその警告 に従い

ました。クォーラ支部長が後 に話 して くれたのですが，サ

ダの会員たちは私がその日に訪問をしないようにと，熱烈
ささ

な祈 りを捧げていたそうです。クォーラ支部長 を密告者，

そして私を政府のスパイだと思い込んだ男 たちの一団が，

私 を取 り押さえようと待ち伏せていたのです。

悲しいことで したが，混乱が治 まるまでサダ支部 を閉鎖

するよう，私はステーキ部長に勧めました。閉鎖 は実行 さ

れ，支部は4カ 月問だれ も訪れることのないまま放置され

ました。その後サダの状況 を確かめるために戻 った私 とブ

ライアン ・シンパー兄弟は，会員 たちが4カ 月間を無事に

耐 え抜いていたことを知 りました。
あつ

クイーンズタウンの会員や心から奉仕 している信仰篤い

宣教師たちもそうですが， イリンゲとシマゼーラーとサダ

の全員 たちとの交わ りはまさに祝福で した。アフ リカの

人々と共 に福音を分 かち合 う業に励 んできて，やがて成就

されるであろう大 いなるみ業に対する証を，私は彼 らによ

って得ることができたのです。□
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凹の乃 贋qぺ ひ民
グアテマラのケヅァルタナンゴτ三

代にわたり福音を築きあげτきた人

ドン ・L・サ ー ル

●若き日のリカルド・ペレス

舅 黎拓 ㍊欝 雛 雛柔蓑難 ，磯、鞭.灘 灘
はたしてそのよう鰍 会はあったので しょうか塞

，.、 鑛 欝i盤 縣

蒸 鞭撫鋸螺雌艦 趣 隈 縢1灘 聾

欝 藤嚢1蕪ll擁・麗 細 欝…
た って，彼 は心 の 中で これ までの誤 った教 えに も別 れ を告 露，

げたので した。 そ して彼 は新 た に，神 の認 めた もう教会 を，

編 驚 麟 籍 み一 しかし黙1蔽
.!， 騒鑛

寛讐鍵鷲 鍛講騰灘1雛 劣 盤難撫
研 究 を通 して，彼 は真 実 の教会 には生 ける予 言者 や使徒 ，

浸礼，会 員 に対 す る適 切 な聖 餐 の執行 など明 らかな特徴 が11… 羅 ノ、、，

あ るはずだ という強 曜 信 が あったので す・ ・翻 、 疑、1難

.難鴇製 囎 難 羅 畷 …・ 　 購鱒
よ く北 ア メ リカか ら来 た若 者 たち を見 かけ るけ ど， 聖書 を1撒 卵

売 ってい るようだ よ。」リカル ドの営む洋服 屋の店員 の ひ と

りが言 いま した。 ち ょうどその とき， ふた りの末 日聖徒 の

宣教 師が店 の前 を通 りかか ったので す。「あの人た ちだ よ。」4.ケ ッァル9ナ ンゴ西ステーキ部セン9一

店員 が言 い ました。2.ペ レス家族

宣教 師 たち は，本 を売 ってい るので はな く福 音 を宣 べ伝3.グ アテマラの市場

えて いるこ と，聖書 だ けでな くモ ルモ ン経 と呼 ばれ る書 物4.若 き日のペレス兄弟，姉妹

の教 えも伝 えて いる ことな どを説 明 し，興味 が あれ ば1週5.現 在 のペレス兄弟，姉妹

間モル モ ン経 を貸 し出 す ことを申 し出 ま した。6.娘 のアンヘリナ

r神 の ことについて も っと詳 し く知 りたい と思 って いた7 .息子のイスラール，グアテマラの地区代表の任にある。
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は什分の一を払 う方法はきっと見つかるという判断の もと

に，すぐにバプテスマを許可 しました。確 かに，什分の一

を納めることは想像 していたほどむずかしいことではあり

ませんでした。

リカル ドとイグナシア，それに3人 の上の子供 たちアン

ヘリナ， ホルハ，テレサ は，1954年1月26日 ，バプテスマ

を受けました。下の息子たちイスラール， ビク トルはまだ

年が満たないためにバプテスマを受けることはできません

でした。また彼 らの一番下の息子ホセア ・リカル ドは，ペ

レス家族 が教会員となって3年 後 に生 まれています。

こうしてリカル ド・ペ レスは，新たな信仰 に対する新 た

な決意をもって，数々の指導者 としての責任 を受けること

にな ります。彼と妻は共に， グアテマラの高地 に住むマヤ

族の子孫です。教会員 となったばかりの彼 らほ，子供たち

を連れて約25キ ロほど離れた山あいの大 きなインディアン

部落 トートネカパ ンにある支部の集会 に集いました。ペ レス

兄弟 はのちに，ケツァル、タナンゴの支部の支部長に3度 ，

地方部の副地方部長，地方部評議員，監査員 に召されてい

ます。監査の仕事は月に4度 の日曜日だけでは足 りず，週

日に遠隔地の支部を訪問することもしばしばで した。、

ペ レス兄弟姉妹は，1965年 にアリゾナ神殿で結び固めを

受 けましたが， まだ家に残 っている子供たちとの結び固め

の祝福を願 って，ペ レス姉妹 は祈 り続けました。ぞの結果，

彼女のとうもろこしパ ンを売る仕事がうまくいき，資金が

たまって3年 後 に2度 目の神殿訪問が実現 したのです。次

に，すでに結婚 している子供 たちとの結び固めの必要性を

強く感 じました。 そこでペ レス姉妹 は，再 び導 きを祈 り求

めました。その結果またもやとうもろこしパ ンを買うお客

が増え，彼 らはそれ.によって得た資金で，子供 たちとその

家族と共 に，神殿 を訪れることがで きたのです。そしてペ

レス兄弟 は1975年 ，新たに組織 されたケツァルタナンゴス

テーキ部の祝福師に召 されています。

両親 と同様に，ペレス家の子供 たちは教会への奉仕のた
ささ

めに喜んで時間を捧げています。アンヘ リナは，支部やワ

ー ド部，ステーキ部の扶助協会会長を6度 も務めました。

ホルハは，ステーキ部長のほかケツァルタナンゴ伝道部お

聖徒 の道/1988年5月 号

よびメキシコのメリダ伝道部の伝道部長を務めました。 テ

レサは， ワー ド部の扶助協会会長など様々な責任を受けて

きています。またイスラールは，ケツァルタナ ンゴステー

キ部の前ステーキ部長であ り，現在 は地区代表の責任にあ

ります。 ビク トルは，ケツァルタナンゴ西 ステーキ部の副

ステーキ部長です。一番下のリカル ドは，現在グアテマラ

のケツァルタナンゴ伝道部の副伝道部長です。 そしてペレ

ス家の三代 目の子供たちも同様 に，奉仕 という彼らの伝統

を守 り，それに従っています。

イスラール ・ペレスは，父親はいつも熱心 に聖典や教会

の書物を学び，子供 たちに神への愛 と教育 に対 する熱意と

いう贈 り物を与えてくれたと語っています。グアテマラの公

立学校が，現在では他の多くの国々の学校で取 り入れてい

る ような12年 制 を実施 していなかったころ，ペレス兄弟は，

実施 されている教育制度を最大限に利用するよう子供たち

に勧めていました。 また子供たちには)生 計を立てるため

の職業を選、こ泊 由があることを教 え，彼らが選んだことに

1は，敬意を持 ってそれを受 け入れました。

ペレス兄弟姉妹 は，子供 たちと非常 に親密な良い関係を

築いています。ペ レス家の人々はよく一緒に集 まって活動

し，常に祈 りをもって終 わるようにしています。

ホセア・リカル ドはこう語 っています。「私たちは皆 父

を尊敬 しています。 いろいろためになることを教えてくれ

るので。」そ㊨存めになることというのは， どれもみな子供

たちの自由意志を尊重したものです。何かの問題に対 して，

子供のひと、りが答 えを求めて くるとペレス兄弟はたいてい

こう言います。「私はこうするが，自分のことは自分で決め

なくて一ばだめだよ。」

ペレス兄弟は，子供たちの信仰 の強 さを自分の手柄 とし

て誇るような人ではありません。

「私 は，教会 に心から感謝 しています。また子供たちを

教え，導いてくれている妻にも感謝 しています。子供たち

は，真心から福音を受 け入れてくれています。私たちにと

って，また子供たちにとって福音が実に大 きな祝福 をもた

らしていることを証 します。」□
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夫 でさえ和 らげる ことはで きなか ったのです。

希望 の光 を見 つけ たのは， ち ょうどそんな ときで した。

あの医 師た ちよ りもっと力の あるだれ か に助 けて もらお う

と決心 したので す。 私 は， 息子 を私 たちの もとに送 って く

ださった神様 な らきっと助 け て くだ さる， そう思 い ました。

私 は何 時間 もお祈 りをす るように な りました。 す ると次

第 に，私 た ち家族 の生活 にも変化 が現 われ るのでは ないか

と思 えて きました。 それ か ら2カ 月半後， デ ビッ ドの容態

は依然 として楽観 で きない もので したが， 医師 か ら退 院 の

許可 が出 ました。一 方 ホザ と私 は，祈 りを続 けていたせ い

か精神的 に強 くなって い きました。

しか し， 家へ連 れて帰 って か ら2週 間後， デ ビッ ドは再

び入院 しな けれ ばな らな くな りま した。 その うえ， 医師 は，

もうそろそ ろ危 ない と言 うの です。長 い こと切望 して いた

変化 が訪 れ たの は， まさに この どん底 の ときで した。 ホザ
いや

から話 を聞 いた仕事 の同僚 が，信仰 の ある人の病気 を癒 す

権 能 を，神様 か らい ただいて いる若 い、言・た りの宣教 師 を知

って いる と言 うのです。

「言 って いるこ とに間違 いが ないの な ら
， 家へ来 る よう

に言 って くれ。助 けて も らわ なくち ゃな らな い。」夫 は何 度

も繰 り返 しました。

数 日後， その宣教 師 は家 に来て福 音 を教 えて くれ ました。

それ か ら何週 か の間 に， ホザ も私 もモル モ ン経 や 回復 され

た福 音 に対 して証 を持 つ よ うにな り， バプ テ スマを受 けま

した。

兄弟 たちの手 の中で，息子 が聖 別 され た油 を注 がれ，初

めて の祝福 を受 けた光 景 を私 は忘 れる ことがで きません。

私 は祝福 のその瞬間 か ら， 息子 は神様 の み守 りの もとにあ

り，何者 もこれ以上 息子 の生 命 を脅 かす こ とはで きな いと

確 信 しま した。

祝福 を受 けて か ら数 日後，検査 のため にデ ビッ ドを病 院

に連 れ て行 きま した。 デ ビッ ドの レン トゲ ン写真 を見た と

きの医師 の驚 い た表情 か ら，私 は息子 が癒 されて いる こと

を知 りま した。

「まった く信 じられな い
。 息子 さんの肺 は完全 です。 病

気の跡 さえ残 って いない。 ま った くの奇跡 です。」医師 は大

声 で叫 びま した。

「はい
。本 当に奇跡 です。」私 は 目に涙 を浮 かべなが らつ

ぶや きました。 それ以来 デビ ッ ドは普通 の子供 と変 わ りな

く大 きくな りま した。 そ して 自分 が生 まれた ときの出来事

を知 る ことによ って，彼 の証 も強 ま りま した。

今，私 は息子 の輝 か しい顔 を見て，主 が息、子 のため に何

か特別 な ことを計 画 して くだ さって いるので はないか と感

じます。 デ ビッ ドは， よ く将 来 の伝 道 の ことについて話 し

ます。 で も今 は， 彼が末 日聖 徒 イエ ス ・キ リス ト教 会 に入

るためのバプ テ スマ を受 けた こ とで，私 たち は世界一 幸福

な親 だ と・思 っているの です。 □
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生活の中からの証

教室を鎮める

みたまが注がれました

ナデ ィーヌ・ドイル

数鑑糠黙1欝 膿熱舌磁
が あ りす ぎて，気 が狂 い そうで した。 意気消沈 の毎 日で，

学校 か ら泣 きなが ら帰 った もので した。

あ る 日同僚 の女性 か ら，教 室 を鎮 める力が注 がれ て授業

がで きる ように， ず っと私 の ため に祈 って いて くれ た こと

を聞 かされ ました。彼女 は教 会 員で はあ りませ んが，祈 り

の力 をよ く知 ってい ま した。 彼女 は，聖霊 の導 きによって

私 に祈 りの ことを告 げて，私 のなすべ き ことを知 らせ て く

れたの だ と思 います。

問題 に とらわれ過 ぎるあ ま り，助 けを求 め て主 のみ もと

に行 くこ とを忘 れて いた ことに気 がつ き ました。 それ以 来，

学校 へ行 く前 に，助 けと導 きを求 めて たびた びひざ まず き

ま した。数週 間 が過 ぎて い きま した。教室 を鎮 めるみ たま

は確 か に注 がれ ま した。子供 たち と共 に私 も成長 して いた

のです。 まだ思 うに任 せ ない こと もあ りますが，彼 らの扱

いがか な りうまくで きるよ うにな った と思 い ます。

私 た ちはだれで も， テモテ にあてたパ ウロの訓戒 に従 わ

なければ な らな いと思 います。「わ た しの按手 によって内 に

いただ いた神 の賜 物 を，再 び燃 えたたせ なさい。

とい うの は，神 がわた したち に下 さ ったのは，臆 す る霊

で はな く，力 と愛 と慎 み との霊 なので ある。」(IIテ モ テ1：

6-7)

聖 霊 は私 たちの人生 に大 いな る業 が起 こる よう，実 に素

朴 な方法 で私 た ちに働 きか けて くださ るの です。□

救の主の計画に

喜びを見のだす
ウ ィルマ ・ガー ドナー
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75年9月 ， 「婦 人の10年 」とい う国連 宣言が 出 され た

直後 に， レポー ターが私 に末 日聖徒 の女性 につ いて

インタ ビュー してき ました。 彼女 の質 問 は次の よ うな もの

で した。「あ なたは神権 を持 つ こ とが でき ます か。」「モル モ

ンの女 性 は解放 され る必要 が ある と思 いませ んか。」私 は困

惑 して， どう返事 を して よいの かわか りませ んで した。彼
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女 が立 ち去 ってか ら，私 はその質 問 につい てよ く考 え， 自

分 自身の ために も答 えを見 つけ ようと心 に決 め ました。

今 で は， あの レポー ター に もう一度会 えた らと思 ってい

ます。私 は福 音が真実 で ある ことを知 って います し， また

男女 それ ぞれ に異 なった責 任 があ るとい うこの教 えに従 え

ば喜 びが もた らされ る ことを， 彼女 に話 したい と思 ってい

ます。

既婚 か独 身か，豊 かか貧 しいか， あ るいは仕事 に就 いて

いるか家庭 にい るかの いず れで あって も，女性 は世 の中に

優雅 さと美 を もた らす ことに喜 びを見 いだ す もので す。 こ

の ことが真実 で ある と知 りなが ら， 人の教 えに従 うような

軽率 な ことが どう してで き ましょうか。

キ ンボール大管長 は言 われ ました。「私 たちの内 なる楽器
かな

の弦をしっか り引き締めて，美しい調べを奏でようではな

いか。内なる楽の音を絶やすことのないようにしよう。父

なる神 が戒めを守る者 たちに与えられる永遠の生命に向か

って， 自信 と栄光に満 ちた歩みを進めるために，この貴 い

現世の時を使おうではないか。」(「女性の選 び」p.97)

人生における境遇がどうであろうと，私たちは世 界に美

をもたらす器なのです。私たちは生命の続 く限 りみずから

の歌 を歌うようにしなければな りません。 自分の人生の歌

を他人にまかせたり， その歌が不快な音でかき消されるよ

うなことがあってはならないと思います。

私 たちが求めるのは女性の地位 ではなく，救 い主のはず

です。私たちの可能性についてビジョンを示し，徳高き女

性 になることに喜びを見いだすようにしてくださったお方

こそ，救い主なのです。□

長き忍耐の時

シャ ロン ・ドゥモ ールダ ン ト

けいけん

教
会 で子供 た ちを敬慶 にさせ よう と四苦八苦 してい る

長 い時 間が， はた して価値 の ある もの なのだろ うか

と，私 はだ びたび疑問 に思 ってい ました。7歳 にな る、冑、子

の デ ビッ ドはす ぐに4歳 の ジェフ と1歳 の ウエイ ドを笑 わ
けん か

せ た り， 話 しかけ た り， はた また喧嘩 まで させ るので す。

毎週 の ように， 息子 たち を静 か にさせ るた めの方 法 を考 え

て教会 に行 くので すが， いつ も落 胆 し，疲 れ切 った状態 で

帰宅 す るのです。怒 りを抑 える ことがで きず，他 人の迷惑

にな らないよ うに，子供 のひ と りを礼拝 堂 か ら連 れ出 した

こ とが何 度 もあ りま した。

私 は， この問題 に対 す る 自分 の対処 の仕方 につ いてず っ

と考 えて い ました。私 が ずっ として きた しつけ は，天 父 に

は受 け入 れて いただ けない もの だ った のだろ うかと。 そ こ
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な もので いっぱいで ある。」(マ タ イ23：26-27)同 様 にリ

モルモ ン経 の偉大 な指導 者毛 ロナ イは こう書 いて いまず占

「神 は『まず器 の内部 を清潔 に一… せ よ』と仰 せ になった。」

(ア ル マ60：23)

エ ズ ラ ・タフ ト・ベ ンソ ン大管長 の言葉 か ら， この警告

が私 たちにあて はま ることに いさざかの疑 いの余地 もあ り

ませ ん。大管 長 はこ う宣言 して います。 「シオンの 中では，

万事 がよいわけではない……。私 たちは器 の内部 を清潔 にし

なけ翫 ばな りません。 まず 自分 自身 か ら始 め，r次 に自分 の

家族，最後 に教会 という順 で進 めて い く必要 があ ります。」

(『器 の 内側 を清 める』「聖徒 の道 」1986年7月 号 ，p，4)

ベ ン ソン大管長 は，器 の内側 を清 めうに は悔 い改 めヵ愛必

要 であ るこ とを明 らかに して い ます。「愛 す る兄弟姉 妹 の皆

さん。器の 内部 を清潔 にす るな ら，私 た ち自身の生活 の中

に， また家庭，教 会 の中 に変化 が出 て くるに違 いあ りませ1

ん 。高慢 か ら良 い意味 で の変化 は生 まれ ません。高慢 か ら

生ず るのは，正 当化 による 自己弁護 です。悔 い改 め とは，

変 わ る'ことを意味 します。謙 遜 な人 は，悔 い改 めを通 して

自分 を変 え るこ とがで きます。これ は確 か なこ とです。」(同

上 ，P.7)

大 管 長 は，特 に清 めの必要 な3つ の分 野 を挙 げて います。

1.ベ ンソ ン大管 長 が 「今 の代 にはび こっている罪」 と

指摘 してい る性 的な罪悪 。予言者 ジ ョセ フ ・ス ミス は 「ほ

かのいか なる何 よ りも……誘惑， 攻撃， 困難 の源 となる も

の」 と言 ってい ます。(同 上参 照)

2.聖 典(特 にモルモ ン経)を 軽 ん じるこ と。聖典 を軽

ん じた ために，教 会 が 「ガ ろいの もと」におかれ， 「シオ ン
こら さば

の子 らの上 には なお下 るべ き一 つ の懲 しめ と審 き」 が残 さ
㍗
、 ～、瞭れたの です

。(同 上参 照)津
ぼ

3.高 慢， またはいかなる犠牲を払ってでも成功 したい

と望むこと。ベンソン大管長はこれを，「神のみこころを忘

れ，自分の考 えに固執 しだものの考 え方」であると言って

います。(同 上参照)

器の内部 を清めるために私 たちが第一にすべきことは，

自分 自身 を正直に見つめることです。私たち人間には，他

人の欠点は見えても自分 自身の中にある同じような，ある

いはもっと大きな欠点を見過ごしてしまうという傾向があ

ります。私 たちは，自分の欠点から目を背けたり，周囲の

思いやりある人々が気づかせようとしてくれている， 自分

の性格上の欠陥を認めようとしないときがよくあ ります。

主 はごのような人々のことを思 って 「目があっても見えず，

耳があっても聞えない」と言われたのではないでしょうか。

26

(マルコ8：18参 照)、

しがし私た ちは， 自分 の欠点によって絶望感を抱 くよう

であってはなりません。 ヒーバー ・J・ グラン ト大管長は，

こう書いています。「私 はだれ もが自分 の理想どおりの生活

ができるとは思わない。 しか し， もしもみずからを改善す ぴ

るために日々，能力の限 りを尽 して努力し，働 き，いろい

ろと試みるならば，私だちは自分 の義務 を果たしているこ

とになる。そのようにして自分の欠点 を改め，弱さを克服

するために神 に光と知識 と英知，そして何にも増 して主の

みたまを求めるならば，私たちは永遠の生命へと通 じるま

っすぐな細い道を歩んでいることになるのである。そうだ

とすれば，私たちは何、ら恐れる必要はない。」(「福音の標準」

pp.184-85)

では， どのようにすれば私 たちは自分の 「器の内側」を

清 めることができるでしょうか。主は私たちにその方法を

教 えてくださっています。私の教 えているインスティテユ
ー トのクラスで，自分の長所牽挙 げることによって 自尊心

がいかに高められるか，「というこ とについて話 し合 うたこ

とがあ ります。 その中でり 自己を改善 し自尊心 を高めてい

くためのユニークな方法を提案 してくれた生徒がいました。

彼はまず，イテル書の12章27節 を引用して話 してくれまし

た。イテル書の中で主 はこう言っておられます。「もし人わ

れに来 らば，われはかれにその弱点 を認めさせん。見よ，

われは人を謙遜にするために人に弱卓を与 うれ ど，すべて

わが前にへ りくだる者には充分わが恵みを授 くるにより，

かれらがわが前 にへ りくだ りわれを信ずる時にはその弱 き

を強きに変 えん。」

自己評価 をし，悔い改めと改善の必要 な分野 を見つけた

ら，信頼できる人の所へ行き， 阜己改善のための方法を教

えてもらうのもいいでしょう。 またこの生徒が指摘 してい

るように，謙遜 な祈 りを通 して主のみもとへ行 き， 自分 の

欠点を知 らせていただき，それ らを改めていけるよう力を

願 うこともできます。

スペ ンサー ・W・ キンボール大管長の言葉 にあるように，「

キ リス トの誠実な弟子 は，己の欠点 を知 り認識 した ら，

それらを改善 していく道を歩み出すはずです。(「赦 しの奇

跡」pp.243-46参 照)そ の道はときには険 しく，人の助 け

を借 りなければなら塗い場合 もあるでしょう。 しか し悔い

改 めは，救いと永遠の生命 に欠かすことができないもので

す。いつの 日か主に求められて，やむを得 ずに行 なう罪の

清めを思えば，悔い改めの過程 ははるかに容易 なはずです。

悔い改め，生活を改善 していくにつれ，私たちは家族 と

」



して どう進歩 して い った らよ いか， また自分 の思 いや家 族

を清 め，聖典 をよ りよく理解 し，高慢 さを取 り除 くための

目標 をどう設 定 した らよいか を， もっとよ く考 え られ るよ

うにな って きます。私 たちは， 自分 の ワー ド部 や ステー キ

部， 地域社会 を強 め るために，教会 の定員会 や組織， クラ

スにおいて も， これ と同様 の過程 を踏 むこ とによ って成長

して い くことがで きます。

そのよ うな目標 を設定 す るための ひとつの方法 は，清 め

る必要 のあ る分 野 をい くつか挙 げて みる ことです。

悔 い改 め は，聖典 が掲 げるメ インテーマで す。 この末 日

に直面 す る問題 を克服 したい と思 う人 々 にとって， これ は

欠 かす ことがで きません。 また主 か ら必要 な霊感 を受 け る

には，道 徳的 に清 くなけれ ばな りません し， 今の時代 の世

俗的 な教 えに対 抗 してい くに は， もっ と熱心 に聖 典 を学ん

でいか なければ な りませ ん。 さらに， 利 己心 を克服 す るに

は今 以上 に謙遜 にな らな ければ な りませ ん。

生活 の中 で改善 の必要 な分野 に私 たちの注意 を向 けさせ

て くれ る，生 け る予言者 エ ズラ ・タフ ト ・ベ ンソン大管長

が お られ るこ とは私 たち にとって大 きな慰 めです。

私 は常 に生 け る予言者 を支持 して き ました。 それ は彼 ら

が神 に召 された人々 であ るとい う個 人 的な証 を得 て きたか

らです。 ベ ンソン大管長 に対 する そう した証 は，1986年4

月5日 ，総 大会 の最 初 の部 会 を家族 と共 に テ レビで見て い

た土曜 日の朝 に与 えられ ました。 ベ ン ソン大管長 の話が終

わ りに近 づ いた とき，私 の心 は次 の よ うな思 いに満 た され

たの です。「確 か に，主が末 日聖徒 に語 ってお られ る。私 た

ちは器 を清潔 にせ よとの教 えに従 うべ きで ある」 と。□

*ラ リー ・テ ィペ ッツ ：ソル トレー ク シティーの ソル トレ

ーク インステ ィテ ユー ト教師
。ユ タ州 サ ンデ ィー， グ ラナ

イ トビュー ステー キ部 グ ラナイ ト第1ワ ー ド部 の福音 の教

義 ク ラス教 師。

例

自分自身 家 族 教 会

性的罪悪 ふさわ しくない小説 を読 んだ

り， 情欲 をか きたて るテ レビ

番組 を見 た りしない ように し

て， 自分 の思 いを清 くする。

不道徳 を美化するものを取 り

入れないよう，私たちの見る

テレビや映画に十分注意を払

う。

慎 みあ る態度，言葉，服装

などに関する特別 レッスンを

行ない，教師定員会の若者を

強める。

聖典を軽ん

じること

毎 日就 寝前 か，昼 食 時 に，10

分 か ら30分 間聖 典 を読 み， 日

記 に感 想 を書 く。

日曜 日に，家族 でモ ルモ ン経

を読 む時間 を1時 間 とる。

聖典の学習を奨励するために，

定員会で読書表を作成する。

高慢 より良い父親 になるための妻

や子供 たちからの提案 を受け

入れる。

断食の経験 をもっと意義深 い

もの とし，助けを必要として

いる人々にもっと貢献できる

方法を家族で話 し合う。

引 っ越 して きたばか りの別の

教 会の隣 人と親 しくし， 彼 ら

が地 域 に溶け込 み， ワー ド部

の社 交活動 に対 して も親 しめ

るよ う援助 す る。
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末
日聖徒の両親は，家族で聖典を学 ぶことがいかに重

r

コ

ド 要 であるかをよく知っています。家族が共 に福音を

学ぶことによって，・お互 いの間に愛 と感謝の気持 ちが生ま

れるだけでなく，子供たちに生涯を通 じてより頼 むことが

できる真理の基盤が形成 されるのです。

残念なが ら，子供たちの多くは聖典の勉強 よりもテレビ

を見た り，友達 と遊んだ りすることのほうが楽 しいようで

す。 しかしそれも変えることができます。両親がその気 に

なり知恵を働かせるならば，家族の聖典 に対する興味を増

し，各人が聖典の勉強を習慣 とすることができるように仕
/

向けることができるのです。

そのためにはまず，両親みずからが聖典を学ばなければ

.なりません。最良の教師は常 に模範です。聖典 を学ぶこと

を習慣としている両親の言葉は，子供たちに対 して説得力

を持 う宅います。確かに，毎 日聖典 を学ぶための時間を取

ることは，たやすいことではありません。ほかのことも制

約を受 けるでしょう。テレビを見る時間を減 らす必要があ

るかもしれません。教会や学校，地域の活動 も思 うように

できなくなるかもしれません。 また今 よりもっと早く起 き

るなど，家族の生活環境 にも変化が生 じるで しょう。

そのような努力は必ず実を結びます。子供たちの生活 に

良い影響 を与えたいのなら，まず両親が生活の中で福音を

実践 していかなければなりません。

家族 で福音 を学ぶための4つ の鍵

1'.約 束する。体重を減 らすことで も学校 を卒業するこ

とでも，福音の勉強に限らず何かを行なおうとするときに

は，やり遂 げるのだという気持ちが大切です。家族の中で .

どのよ、うに福音を学んだめよいか話し合 ってください。ア

イデアがひとつにまとまったら，一人一人にその方法に従

うという約束をして もらってください。それをしないと，

いくら努力して も十分 な成果 は得 られません。

2.続 けて行なう。十分 に計画 された活動が定期的に行

なわれるならば， これといった準備 もせずにその時々の思

いつきで行なわれる活動 よりも，はるかに効果が上が りま

す。決められた計画 に従 うならば，学習に対する意欲 も増

し，またそのほかのことに煩わされずにそれに専念できる

ようになるでしょう。家族 にどって最 も勉強に適 した時間

帯を選 び，いつもその時問に行なえるようにしてください。
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3。、各人の個性を尊重する◎ハワー ド・W・ ハンター長

老は，「賢い父，母 が子供たちを集め，共 に聖典 を読み，そ1

の物語や思想をそれぞれの理解力に応 じて自由に話 し合 う

とき，家族は大 きな祝福 を受ける」 と言われ ました。(『聖

典を読む』「聖徒の道」1980年3月 号，p.88。 下線筆者)同

じことを学んでも，必ず一人一人が違 う反応 を示 すはずで

すから，家族全員に合 った福音の学習法などはありえませ

ん。 しかし，みんなでよく話 し合 い， よく考 え，祈 って導

きを求 めるならば，それぞれの家族 に最 もふさわしい方法

が見つかることでしょう。

年の離れた子供がたくさんいるある家庭では，いろいろ

な方法を試 してみました。食事 の最中や食後，あるいは夜

寝 る前に， あるいは週末 に，といった具合です。でもどれ

もうまくいきませんでした。そして最後に行 き着 いたのが，

朝みんなが出かける1時 間前に朝食をとるという方法です。

これによって，家族全員でそろ って 食事 をすることもでき，

また毎 日家族で福音の勉強をすることもできるようになっ

たのです。その家の母親は感謝に満ちた様子で次のように

言 っています。「私たちは前にも増 して幸せな家族になりま

した。一緒 に話す時間が増え，意義ある話 し合 いができる

ようになりました。 また家庭で福音を学ぶことによって，

一人一人が教 えをよく理解 し，自分の生活の中に取 り入れ

ることができるよう，になったのです。」

4.い ろいろな工夫をする。家族の興味や関心を引きつ

けておくことはとても大切です。小 さな子供たちは自分が

実際 にしたこと(た とえば絵 をかいたり話をした りするこ

と)を 一番 よく覚えています。その次が 目で見たもの(写

真やフィルムス トリップなど)で ，さらにその次が耳で聞

いたもの(読 んでもらったものや録音 されているもの)で

す。たとえばキ リス トの誕生 について教 えたいときは，子

供たち一人一人に何かの役を割 り当てて簡単な劇 を行な吟，

そのあとで聖典 から話 を読んで聞かせれば最 も効果的でし

ょう。

勉 強の方法

1.声 に出して読あ・子供たちは両親が聖典 を読んで聞

かせてくれるのを耳にしながら，聖典への愛着を深めてい

きます。かつてブリガム ・ヤング大学で英語を教え，現在

ロンドン神殿の神殿長 を務めているアーサ乙 ・ヘ ンリー ・

r



キング兄弟 は，次のように言 っています。「私 たちが子供た 、

ちに読んで聞かせられるもので最 も大切なものは聖典です。

子供のころ聞いた声 はずっと耳に残 っているものです。両

親 はできるだけ早い時期から子供たちに聖典 を読んで聞か

せるようにすべ きです。父親や母親が愛情 に満ちた声で聖 一

典 を読んでくれるのを聞 きなが ら育 った子供は，最 も好 ま

しい状態で聖典を理解 し， それを愛するようになるでしょ

う。子供はそのような両親の声を通 して，天父の声 を感 じ

とることがで きるようになるのです。」(「豊かな心」pp.

221-22)

聖典は始 めから順 々に読 むこともできますし，あるいは

テーマごとにいろいろな所 を読むこともできます。子供が

まだ小 さければ，お気に入 りの話 を何度 も何度 も繰 り返 し

読 んであげたらよいかも知れません。そうすれば，聖典の

醤葉の中に両親や天父の愛を感 じるようになるでしょう。1

このような経験炉多ければ多いほど，子供 たちは聖典に親

しみを覚 え，内容 を理解 し，喜びを見いだすことができる

ようになります。

2.暗 唱する。声に出して読む以外によく行なわれるの

が，聖句 を暗唱することです。小 さな子供 たちでも短い節

なら暗唱できますし，なによりもぞれを成 し遂げた どきに

得 られる満足感が魅力です。

3.調 べる。聖書辞典，聖句索引，(聖 書)地 図な どがあ

れば，聖典 を読んでいるときに出て きた重要な言葉の意味

や，同じ言葉が出て くる箇所，地理的な位置などを調べる

ことができます。子供たちがこのような資料になじんでく

れば，聖句に対する理解 も増 し，その結果，そのような聖

句を自分 たちの人生の大切な指針 とすることができるよう

になるでしょう。

4.テ ーブに録音する。可能であれば両親は子供が聞く

ことができるよ.うに，福音に関する話 をテープに吹 き込 ん

であげたらよいで しょう。忙 しい親や長期問家 を留守にし

なければならない親にはこの方法は特 に有益でしょう。

5.話 し合う。教育の現場で働 いている人々は，現代の

生徒たちは自分の感 じたものを周 りの人間に対 してはっき
き ぐ

り表現することができない， ということに危惧の念を抱 い

ています。家族で話 し合うことは，福音に対する理解 を増

し加 えるだけでなく，このような能力を養 ううえでも絶好

の機会です。話 し合 いのテーマとして次のようなものが利

聖徒 の道/1988年5月 号

用できます。 、

6教 会の レヅスンやセ ミナリーで学んだ概念
1
●聖餐会やいろいろな大会でなされた説教

● 「聖徒 の道」の子供ゐページにある話

●健全 なテーマを扱 った詩，物語，本など

●福音に関係がある時事 の話題

6.分 かち合う。年齢や能力に応じて，家族一人一人に

福音について学んだことを話 してもらうようにしたらよい

でしょう。たとえば次の ようなことが考えられます。

●子供たちに家庭の夕べのレッスンを手伝 ってもらう。

●家族一人一人に福音に関する短い話をしてもらう。

●家族の中のだれかに，聖典 や教会歴史の中から好 きな話

を選んでそれを自分 の言葉で紹介 して もらう。

●家族の中で教会で教師の責任を受けている人がいたら，

家族を相手に予行練習をしてみるよう勧める。

7.家 族の活動を計画する。以下にいくつかの提案をあ

げます。

●自分の歴史や福音に関することを扱 った詩を書 くように

勧め，で、きあがったものは家族の歴史に編入する。

●標準聖典 に登場する人物や出来事，あるいは福音の原則

を使 ってクイズをする。

●家族が聖典 に出てくる話や歴史上の出来事， あるいは聖

徒たちの生活ぶ りなどについて撮った写真や，それらをテ
ーマにして作 った紙や粘土細工 などを集めて，家族の作品

展 を開 く。

●讃美歌 と聖句 とお話による家族集会 を計画し，年配の人

や教会員でない人たちを招待する。

家庭の夕べを活用す る

家庭で福音を学ぶ最も よい機会 は家庭の夕べです。家庭

の夕べ によって，子供たちがひ とたび福音を学ぶおもしろ

さを知 ったなら，それ以外 のときにも， いつも福音を学び

たいと思うようになります。

物理学や数学，その他の学問と違い，福音の勉強は，事

実だけを追い求 めていたのでは効果があ りません。福音 は

みたまによって教えられなければならないものだからです。

教える側の福音 に対する知識 と霊性がバランスよく保たれ

ているとき，子供たちはそこから多くの恵みを受けること

ができるのです。□
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ジェ リー ・プルーイン(聞 き 書き 八 一 マ ン ・B・ホ ー マ ン)

世
の煩 いか ら逃 れて，体 を休 めた いと きに必 ず座 るお

気 に入 りの椅子 とか，必 ず行 く特 別 な場 所 な どが あ

な たにはあ ります か。私 にはあ ります。古 い揺 り椅子 で す

が， それ に座 る と私 が行 きたい ところ はどこへで も連 れ て

行 って くれ るよ うな気が します。子供 の ような 自由 も大 人

の円熟 も味 わう ことがで きます し，現在 だけで なく未来 の

悩 みまで も解消 で きる ような気持 ちにな るのです。

その椅 子 に腰 をお ろ して いる ときが， 私 は とて も好 きで

す。 ある寒 い晩 の こと， 冷 たい霜で で きた窓 の模 様 を見 つ

め なが ら， 私 は昔の こ とを思 い出 してい ま した。

「デ ビッ ド
， ボ イ ド， 帰 って いらっ しゃい。 夕食 の時間

です よ。」

返事 があ りません。妻 が私 に も探 すの を手伝 って ほ しい

と言い ました。

「デ ビッ ド!ボ イド!返 事 を しな さい
。 、言・ざけるの

は やめに しなさい。 ど こにいるん だい。」

ふた りの姿が 見 えな くな って， わ ずか10分 で したが，何

回呼 んで も返事 がな いので，私 た ちはだ んだん心配 にな っ

て きま した。3歳 と4歳 になる デビ ッ ドとボ イ ドは， ミシ

ガン州 マニ スチーの マニ スチー川の ほ とりにあ る我 が家 の

庭 で遊 んで いたので す。 それ か ら1時 間 も探 しましたが，

手が か りは何 もあ りません。 やが てパニ ック状 態 に陥 っ た

私 たちは， 警察 に電 話 を した方 が よいだ ろうと いう結論 に

達 しま した。

30分 もしない うちに， 警察 や消 防署， ボーイ スカウ ト，

友人の一 団が付近 の捜索 を始 め ました。 午後4時 ごろに な

って，「州警察 に連 絡 して，シェパー ド犬 のサ ーバー を連 れ

て きた方 がよいでしょう」という報告 が警察 か ら入 りました。

サー バー は綱 を ぐいぐい引 っ張 りなが らや ってき ました。

階段 を駆 け上 って子 供 たちの部屋 に入 る と， ベ ッ ドに飛 び

乗 りま した。訓練士 はサーバー の鼻 に子供 た ちの洋服 をこ
にお

す りつ けて臭 いをかがせ ました。

「綱 をはず して。」訓練士 が命令 す ると， サ ーバー は転 が

る ように して階段 を駆 け降 りて い きま した。「サーバ ー，ふ

た りを見 つ けて くる んだ。」そう命令 され た犬 は ドアの外 へ

走 って行 き ました。

サー バー は家 や庭 をかぎ回わ ってか ら通 りの向か い側 の

木立 へ走 って行 き，それから急 に南 の方へ向きを変 えました。
ほ

「やめ て くれ。川 じゃないだ ろ。」吠 えなが ら走 る犬の あ

とを追 いなが ら，私 は叫 んで いま した。 それ で も犬 は一向

に止 まる気 配 はな く，川岸 まで ま っす ぐに走 ってい きま し

た。 そこで私 たちは，氷 の上 まで30メ ー トル ほ ど続 いて い

る小 さな足 跡 に気 がつ いたので す。 無言 の証 拠 がそ こにあ

りました。 氷 に大 きな穴 が開 いていて，下 には薄 暗 く冷 た

い水が流 れて い ました。

おぼ れた?死 ん だ?あ の何 の汚 れ もない子供 たちが

死 ん だって?そ ん な思 いが頭 の中 を駆 け巡 って，私 は言

葉 を失 って しまい ました。私 はその恐 ろ しい光景 か ら目を

そむ けずに はい られ ませ んで した。「畜生，なんて こ とだ!」

泣 きなが ら走 りました。 悲惨 な場 か ら一刻 も早 く逃 れ たか

ったの です。

どれ ほ ど走 ったか わか りませ んが，気 がつ いた ときには，
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古 くか らよ くして くれて いる親 友 の家 にい ました。30キ ロ

も走 った ことにな ります。で も， そこにい て も少 し も慰 め

を得 る ことはで きませ んで した。

次の朝，私 は川へ戻 って み ました。州 警察 の潜 水夫 が悲

しい作 業 を して いま した。 ゴムの潜水 服 を身に つけた潜 水

夫が，暗 く冷 た い水 中の捜索 を続 ける姿 を見つ めて いる一

刻一刻が，私には悲 しい結末 よりもず っとつらい もので した。

3時 聞 に及 ぶ捜索 の末 ， つい にひ と りの潜水 夫が 叫び ま

した。「あ った。」

潜 水夫 は 「い た」 とは言 い ませ んで した。彼 らに とって

物 言わ ぬ幼 い体 は物体 で しかな いのです。待機 して いた ボ

ー トに吊 り上 げ られ たの は
，私 の血 を分 けた柔 らか く温 か

い子供 ではな く，硬直 した小 さな体 で した。体 は凍 りっ き，

右腕 を伸 ば して手 を握 りしめて いま した。 デ ビッ ドで した。

凍 った体 が悲劇 を物語 って い ました。 どち らか と言 えば冒

険好 きなボ イ ドの方 が最初 に飛 び出 して行 って川 には まり，

後 を追 いかけた デ ビッ ドも， ボ イ ドを助 けよ うとして水の
し ン

中 に落 ちて しまったので し ょう。凍 てつ いた水 の中 では，

死 は一瞬 の出来事 で した。

苦悩 に満 ちた数分 が過 ぎて，2度 目の声 があが りま した。

「あ りま した
。」悲 しみ に打 ちのめ された私 には， その後 の

日々 は夢 を見て いるよ うで，葬儀 の手配 が進 め られ てい く

中でか ろう じて現実 を認識 する有様 で した。葬儀 で の話 も，

「神 の みこ ころで す
。私 たちに は理解 で きない ことです」

と言 う牧師 の言葉以外 には， ほ とんど覚 えてい ませ んで し

た。

そん な牧 師の言葉 が何 の慰 め になる というので し ょう。

その神 のみ こころとや らを教 えて ほ しい ものです。「罪 もな

い子供 を殺 す神 な んて，今 も これ か ら も私 の味 方 で はな

い。」私 は牧師 にそ う言 って や りました。
きずな

悲劇 はとき として夫婦 の絆 を強 める ことがあ りますが，

私 た ちの場合 は違 い ました。苦悩 に打 ちの めされた私 に は，

どんな人間 関係 も受 け入れ られ なかったの です。妻 と私 は

離婚 しま した。 それ以 来，私 は どこへ行 って も人 を避 け る

ようにな りま した。私 の人生 は怒 りその もので した。

私の前 で車 を違法 に方向転換 した運転 手 には， 無理 や り

車 か ら引 きず り下 ろ して殴 りっ けま した し，飛行機 に乗 り

込 む順 番 を待 って いて， スキーの板 で胸 を突 かれた と きに

は，相 手 が2メ ー トル もある大 男 なの に，向 か って い きま

した。法的 な制 裁 の回数 も，保釈 金 を支払 うため に借 りた

お金 も， だんだ ん増 えて い きます。 ま った く怒 りと暴 力の

人生で した。

その後， あ りきた りの方法 で世 間 か らの逃避 をはかろ う

としたのですが，心 の痛 みは依 然 と して消 え ませ んで した。

そ して， あの恐 ろ しい光 景 を思 い出すた びに涙 にくれて い

ました。私 の人生 と幸福 をめ ちゃめち ゃに した神 を責 め続

け たの です。 そうや って何年 間 も挫折感 に とらわれ てい た
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私 は， やが て再婚 し，転 居 して も一 向に平安 を得 るこ とは

あ りません で した。

ある晩仕 事 か ら帰宅 した私 は，玄 関の ところでふ た りの

若者 に会 いま した。彼 らは末 日聖徒 イエ ス ・キ リス ト教 会

の宣教 師で ある と告 げ ました。私 は片一方 の若 者の襟首 を

つ か まえて，我 が家 の敷 地 か ら出 て行 くよ うに命 じました。

それか ら声 を荒 げて こう脅 したの です。「二度 とこの近所 に

顔 を見せ るな。今度 来 た ら， た だではお かない ぞ。」彼 らは

あわて て立 ち去 りました。

そん な出 来事 はいつ もの ことなので，私 はす ぐに忘 れ て

しまい ま した。次 の週 ，妻 と私 が夕 げの食卓 に着 こ うと し

てい るとこ ろに，玄 関 のベルが鳴 りま した。応対 に出 た私

は，1週 間前 に追 い出 したあの ふた りの若 者が そ こに立 っ

てい るのを見て，本 当 に驚 きま した。私 が 口を開 く間 もな

く， 彼 らの うちのひ と りが私 を まっす ぐに見詰 めて，真剣

な顔 で こう言 うのです。「私 た ちの話 を聞 きたくない と思 っ

て いらっ しゃるこ とはよ く承 知 して い ますが，救 い主 イエ

ス ・キ リス トか らの大切 な メ ッセー ジをお伝 え しに来 ま し

た。救 い主 はあなたが聞 いて くだ さる ことを望 んで お られ

ます。」

謙虚 な中 に も自信 に満 ちた口調 に驚 いて，私 は話 に耳 を

傾 け ました。私 が怒 りや苦悩 を ぶ ちまけて も，彼 らは じっ

と聞 いて くれ ました。私 の思 い をわか って くれ てい るよう

で した。ふ た りは 「自由意志 」 について話 して くれ ました。

私 に もうなずけ ると ころが あ り， こ うして私 の真理 の探 究

が始 まったのです。

私 は毎週 の宣教 師 の訪 問 を心待 ちに しま した。私 の魂 は，

自分 が何 者 なのか， どこか ら来 たのか， なぜ ここにい るの

か， そ して死後 はどうな るのか とい う疑 問 に対 する答 えを

渇望 して い ました。 ふた りの宣教 師 は聖 典 を使 って私 の理

解 の 目を開 かせて くれ ました。 こう して，傷 つ いていた私
いや

の心 が癒 され始 め ま した。

彼 らは， それ まで 答 えられる ことのな か った私 の疑 問 に

答 えて くれ たので す。小 さな、§・た りの息子 はあ ま りに も幼

くして この世 を去 りま した。 で も，彼 らは この世 に生 まれ

るとい う特権 を得 るため に， ここに来 るこ とを選 んだの だ

という ことがわか って きま した。 デ ビッ ドとボ イ ドは， 無
おぽ ドもくしゆう

慈悲 に も人 を溺 れ させ る復 讐 の神 の犠 牲 者 で は決 して な

い。私 の息子 の デ ビッ ドとボ イ ドにな るずっ と以前 か ら，

ふ た りは偉 大 な計画 に参 加 して いた。 この世 の生涯 は彼 ら

の永遠 の進歩 の一段 階 にす ぎな いのだ。 この壮 大 な ビジ ョ

ンは私 の心 を大 きく揺 り動 か しま した。

今 で も息子 た ちの こ とを思 うと涙 があ 、§・れて きます。 し

か しそれ は怒 りや憎 しみの涙 で はあ りませ ん。愛 と理解 の

涙 です。救 いの計画 を知 った ことで私 の 人生 は変 わ りま し

た。 そ して， この私 も主 を信 ず る者 の ひと りとなったの で

す。□





家庭訪問メッ'セージ ー

『愛は高ぶ らな：い，誇 らない」
(1コIJン ト/3：4)

目的=高 慢 に陥るこどな ぐ，義を求める

吉 ぶるとは，持 ち物謝 が成 し雛 こと， また交

目 友関係， 自分の行ないなどに慢心 して自画 自賛 する

ことです。救 い主 は この 罪に ついて教 えるため に， パ リサ

イ人 と取税 人 のた とえ話 を されま した。

「ふた りの人 が祈 るため に宮 に上 った。 そ のひ と りはパ

リサ イ人であ り， もうひ と りは取税 人 であ った。

パ リサ イ人 は立 って，ひ と りで こ う祈 った，『神 よ，わた
どんよく かんいん

しはほかの人 たちの ような貧欲 な者，不正 な者， 姦淫 をす

る者 ではな く， また， この取税 人の ような人間 で もない こ

とを感謝 します。

わた しは一週 に二度断 食 してお り， 全収 入 の十分 の一 を

ささげて います。』

と ころが，取税 人 は遠 く離 れて立 ち， 目を天 にむ けよ う

ともしな いで，胸 を打 ちなが ら言 った，『神様 ，罪人の わた

しをおゆ る しくだ さい』 と。」(ル カ18：10-13)

イエ スは，神 に義 とされ たのは， パ リサ イ人で はな く，

取税 人で あった と教 え， さらに こうつけ加 え られ ました。

「おお よそ
， 自分 を高 くする者 は低 くされ， 自分 を低 くす

る者 は高 くされ るで あろ う。」(ル カ18：14)

この パ リサ イ人 には， ふ たつの重大 な過 ちがあ りま した。

まず彼 は自分 自身の行 な いを誇 ってい ました。 そ して， 自

分 自身が神 であ るか のよ うに， 自らを義 としたので す。私

た ちが義 とされ るか どうかを判 断 できるの は神 以外 にあ り

ません。

「高ぶ り」 の最 たる ものが
， 高慢 の罪で す。 エ ズラ ・タ

フ ト・ベ ンソン大管長 は次 の ように言 ってい ます。 「高慢 の

反対 は，謙遜，柔 和，従 順(ア ルマ13：28参 照)， あるい は

素 直 さと言 うことが で きます。… …高慢 は数 多 くのの ろい

の元 とな り，謙遜 さは豊 か な恵 み をもた らします。」(「聖徒

の道 」1986年7月 号，pp.6-7)

高 ぶ りはほか にも様 々 な形 をとって表われ ます。集 会，

ク ラスなどで人の話 の腰 を折 った り，私 語 な どをす るの は，

人 を軽 ん じてい る証拠 で す。 また約束 の時間 に遅 れ るの は，

自分 の時間 や都 合 を優先 させ てい るこ との表 われで す。

みずか ら得 たの ではな いに もか かわ らず， それ を自分 の

誉 れ とす るの もや は り 「高 ぶ り」 です。 ことが うま く運 ば

ない ときには神 のせ いに し，順 調 な ときには，才 能，技術 ，

財産 などが主 の賜 であ るこ とを忘 れ， すべ てを 自分 の誉 れ

に して しま う人が い ます。

聖典 には 「およそ人何事 に も神 を怒 らせず または何事 に

も神 の怒 り燃 ゆる ことな し。 ただすべ ての事 の 中 に神 の御
いましめ

手 の ある ことを告 白せ ず， そ の誠命 に従 わ ざる者 に神 の怒

りあ り」(教 義 と聖約59：21)と 書 かれ てい ます。真 の謙遜

さは， 自分 が行動 またすべて の点 において，神 に依存 して

い るとい う認、識 か ら始 ま ります。

そのよ うな謙遜 さは，私 たちを救 い主 が示 され た愛 と奉

仕 の模範 に導 きます。 スペ ンサー ・W・ キ ンボール大 管長

はその模 範 を示 して くだ さってい ます。彼 は1974年 の4月

に大管長 と しての支持 を受 け ましたが， そのす ぐあ とに家

族 の食事 会 を持 ちま した。大管長 は教 会の保安 係 の人が 自

動車 の中 に待機 している のに気が つ くと， 食事 をひ と皿盛

一)て
， 彼 の所 へ持 って いき ました。 キ ンボール大管長 は忙

しい スケジ ュール の中で も， 自分 の ことだけ を考 えて 人に

仕 え るこ とを忘れ た りは しませ んで した。 それ ど ころか 自

分 の新 しい責 任 を， 人 に仕 え るための機会 と考 えたので し

た。

私 たちは主が示 して くだ った愛 や 自分 が主 に頼 る存在 で

ある ことを認識 し， 人々 への奉仕 に全 力 を尽 くす ようにな

る につれ， 愛 について も理解 でき るようにな ります。使徒

パウ ロはその愛 につ いて， 「寛容 で あ り一 ・・情深 い」と言 っ

てい ます。(1コ リン ト13：4。 モ ロナ イ7：45参 照)そ う

する と今度 は， ア ンモ ンのよ うに行動 したい という望 みが

出 て きます。「私 は 自分 の こ とを誇 らな いでただ私 の神 の こ

とを誇 る。 それ は神 の た もう能 力 に よって何事 もする こと

がで きるか らで ある。」(ア ルマ26：12)

こ の 力 があれ ば，福 音 を宣 べ伝 え， 聖徒 を全 き者 とし，
あがな

死者 を聴 う ことによ り，人 々 をキ リス トのみ もとへ招 くと

い う，教 会 の使命達成 の ために大 きな働 きがで きるので す。

1.

2。

訪問教師への提案

どう した ら 「すべ ての事 の 中に神 の御 手の ある ことを

告 白」 で きる ようになるか につい て話 し合 う。

実際 に どのよ うにして人 々へ の奉仕 に熱心 に努 め るこ

とがで きるようになったかを，訪問先の姉妹 と話 し合 う。

(「家 庭 の 夕 ベ ア イ デ ア 集 」pp.26-31，54-57，65，108-

1/1，204-205，258-60参 照)

●6月 の家庭訪問メッセージ●愛は……自分の利益を求めない

目的 ：すべての人を愛し，仕えるようになる。





のであれ ば， それ を探 し出 そ うと決心 しま した。

私 は前 に通 って いた教会 に戻 ってみ ま した。 礼拝 に は喜

び を感 じ ましたが，疑 問 を解 こう として尋 ね ると， た だ出

席す るだけで よい， その よ うな疑 問 を抱 く必要 はない と言

われ るので した。 もし愛 する天 父が本 当に存在 するな ら，

地上 の肉親 の 父 と同 じよ うに私 を見守 り， 私が真理 を見 い

だ し，成 長す るの を望 んでお られ るはずだ と私 に は思 えて

な りません で した。私 に は神 が， ご自身 について何 も知 ら

されず， 私 を無知 の ま まで放 って おかれ るとは どう して も

信 じることがで きなか ったのです。

私 は前 に通 って いたほ かの教会 へ も行 き， また キ リス ト

教 と同 じよ うに， イスラム教 ， ユ ダヤ教 も， 今 までにな い

ほ ど熱心 に研 究 しま した。 これ らの宗教 には， す ば らしい

教 えが た くさん あ りましたが，完全 な真理 に は何 か欠 けて

いるよ うな気が しました。

両親 は， いつ も私 の探 究 を励 ま し見守 二)てくれ て いま し

た。 ひ とた び私 があ る特定 の宗教 を研究 し始 める と，両親

は私 を教 会へ連 れて行 くの をやめ，私 が 自分 自身で道 を見

いだ し， 何 が私 にとって大切 であ るかを探 し当て るの を見

守 って いて くれ ました。

ある 日の 乍後 ，私 た ち家族 は， 郊外 に ドラ イブ に出か け

ま した。私 た ちは 「末 日聖徒 イエ ス ・キ リス ト教 会」 と書

かれた教会堂 の前 を通 りま した。父 が冗談 に 「君 が まだ行

ったことのな い教 会だね」 と言 いま した。私 が父 に どん な

教 会か と尋 ね る と， これ はモル モ ン教 の教 会で ある と教 え

て くれ ました。 しか し教会 の前 には， モルモ ンとい う名前

は出 てい ませ ん。 「モ ルモ ンというのはニ ック ネー ムだ よ。

で も行 くの はやめて おきな さい。 とて も風変 わ りな教 会 ら

しいか ら」 と父 は言 い ました。

教 会の建 物 か ら私 の家 までお よそ4マ イルあ りました。

私 は彼 らの信 条 を知 ろ うと手紙 を書 くことに しました。数

週 問た って， 支部長 か ら教会 の集会 に出席 する ように との

招待 の手紙 が来 ま した。私 はその手紙 を読 んだ とき， かつ

て感 じたこ ともない何か特別 な気持 ちを感 じ， 心が躍 りま

した。 で も少 し尻込 みす る気持 ち もあ って， 私 はこの こと

につ いて， 今 こそ天 父 に尋 ね るべ きだ と思 い ました。

私 はそれ まで 「主の祈 り」 を唱 え る祈 り方 しか知 らず，

何 と言 って祈 った らいいか よくわか りませんで したが， と

にか く主が私 に道 を示 して くださ るように と，率直 な祈 り
ささ

を捧 げ ました。祈 り終 える と階下 で私 を呼 ぶ母 の声 が しま

した。行 ってみ ると、§・た りの男性 が いす に座 ってい ま した。

彼 らは，私 の家 族 に末 日聖 徒 イエ ス ・キ リス ト教 会 につ い

て説明 するため に来 たの だ と言 うのです。

母 は彼 らに，私 が教 会 にあてて書 いた手紙 の返事 として
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我 が家 を訪 ねて くれ たの か と尋 ね ま したが，彼 らは手紙 に

ついて は何 も知 りませ んで した。

私 はいす に座 って3人 の話 を静 かに聞い てい ました。母

の言 って いる ことが これ ほど非論理 的 に思 えたの は初 めて

で した。 それ に比べ てその ふた りの男性 の話 す ことはすべ

て理 にか なってい ま した。 その夜，私 は主 が私 に真理 を授

けて くだ さった ことを知 り，感 謝 の祈 りを捧 げ ました。

次 の 日曜 日，私 は末 日聖 徒 イエ ス ・キ リス ト教 会 の集 会

所 へ 自転車 で出か けて行 きま した。私 はひ とりで教 会堂 に

入るのが怖 くて， だれか来 た人 に一緒 に入 って くれ る よう

に頼 もうと思 い，待 って いま した。 やがて教 会堂 の中 に入

った とき，私 は何 か とて も温 か い もの に包 まれ るのを感 じ

ま した。 あの宣教 師 た ちはす ぐに私 を 見つけて くれ ました。

数週 間 がた ち，私 は宣教 師た ちか ら福 音 を学 び， バプ テ

スマの チ ャレンジを受 けま した。私 はす ぐ に受 け入 れ ま し

たが，両親 はす ぐに は許 して くれ ませ んで した。私 は まだ

16歳 なので本 当に理解 してい るとは思 えな い，18歳 になっ

て もまだ今 と同 じようにバプ テ スマ を受 け たいと思 ってい

るな ら許 可 しよ うと言 うので した。

18歳 の誕生 日の朝 はとて も美 しく晴 れて いま した。私 は

目を覚 まし， その 日の夜7時30分 に はバプ テ スマ を受 け ら

れ るこ と， そ して それ が誕生 日の その 日の うちで最 もすば

らしい時間で ある と思 い ました。私 はプ レゼ ン トを開 け，

そして学校 の授業 に出か けま した。

お昼に は，家 族 そろって レス トランで食事 を しま した。

食べ終 わ ってす ぐに私 は体 の具合 が悪 くな り， お なかがひ

どく痛 くな りました。母 は私 にす ぐ家 に帰 って休 む よ うに

言 い ました。私 は痛 みが あま りにも激 しくて眠 れ ませ んで

した。私 はひ ざまずいて祈 りました。 主 にこの痛 みを取 り

除 いて くださ るように， そ して待 ちに待 ったバプ テ スマが

無事 に受 け られ ます ように と嘆願 しました。部 屋 は真 っ暗

にな り暗黒 が満 ちてい ま した。私 は恐 怖 におのの き， この

恐 れ を取 り去 って くだ さるよ うに，天 父 に助 け を求 めて叫

び ました。気 が つ くと， すで に3時 間が過 ぎて いて，姉 が

私 の そばに立 ってい ました。姉 は私 にバプテ スマの準備 を

す るように言 いま した。 窓の外 を見 ると， 太陽が さん さん

と輝 いてい ます。私 は，祈 りにこた えて くだ さった天父 に，

そ して家族 に感謝 し，教 会へ向 か いま した。

私 のバプ テスマは， 人生 の うちで最 も美 しい経験 の ひ と

つ とな りました。 バプ テ スマを受 けて か らは妹 に教 会 の こ

とを話 す ようにな りま した。妹 は私 が伝道 か ら帰 った後 に，

バプ テ スマを受 け ま した。両親 は まだ教会 員 では あ りませ

んが，私 は両親 が私 に真 理 を求 め る望 み を与 え， それ をか

なえる方法 を教 えて くれた ことに，心 か ら感謝 してい ます。□





ンズ長老は，そっけ参く言い ました。彼

はさらに、こ・たつの約束 を取 り， また別の

女性に歌 を歌 いました。

「もう一度試 してみますか。」ある教会

のそばの家々へ近 づくと，彼 は尋 ねまし

た。

私は ドアをノックし，待 ちました。牧

師の服 を着た背の高い男の人が ドアを開

け，私たちに微笑みかけました。

「何かご用でしょうか
。」とても丁寧な

英国なまりの言葉でした。彼は，あきら

かに私 たちが何者か知 っていました。

っばを飲 み込 み，後 ろへさがったとき

に，郵便受 けがちらっと目に入 りました。

「牧師 リチ ャー ド・カッ ト博士」 とあ り

ました。

この人 に何 と言 えばいいのだろう。 ど

うした ら彼の信 じていることに対抗でき

るだろうか。私は， 口の中で短 く祈 りま

した。 ヒギンズ長老が，私たちの間に割

って入ろうとしているのがわかりました。

不思議 なことに，人は数秒の間にた く

さんの ことを思い出せるものなのです。

私 は，モーセと燃えるしばの話を して く

れたプ ライマリーの教 師や， ジ ョセフ ・

ス ミスの最初 の示現の重要性 を説明して

くれた日曜学校の教師， 山上の垂訓 を教

えて くれたおばや，執事 のクラスで神権

の回復 について語 ってくれたおじのこと

を思い出 していました。私 は， ユタの南

部の小 さな町に育 ちました。私の教師 は，

だれも博士号の肩書きなど持って はいま

せんで した。だれ ひと りとして， カット

師がおそらく読むような， ギリシャ語や

ラテン語を読んだりしません。でも， そ

のようなことは問題ではあ りませんでし

た。彼 らが知 っている事柄 の方がはるか

に重要 だったのです。

「私はロバーツ長老です
。」私は初めて

今まで 自分 に教 えられてきたことや， 自

分がここで教 えるべきことの力強さと重

要性 を感 じなが ら言 いました。「こちらは

ヒギンズ長老です。私たちは，あなたに

イエス ・キ リス トの福 音についてお伝 え

したいと思 います。」

カ ット師の表情に変化 が起 こ りました。

少 し驚 いたように見えました。「お入 りな

さい。」彼は微笑んで言 いました。□
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「主が方法 を

備 えた も
キ ャロ リン・シュナイダー

「そ んなの不公平 だわ。」だれに言う
ともなくつぶやいた私の言葉 を，

親友 のマ リアが聞いていました。

「何 が不公平なの
。」彼女は尋ねました。

学校の帰 り道 を彼女 と一緒に歩きなが

ら，私 は話 し始めました。「私は4人 兄弟

の一番上だけど，いつも男の子がするよ

うな ことが大好 きで，女の子 らしいこと

なんてひとつも覚 えようとしなかったわ。

お皿を洗 うのは絶対 に嫌だし， それでお

母 さんと口げんかするの も嫌なの。」

私 はうんざ りして小石 をけ飛ばしまし

た。 自分の家族に問題 があったからです。

「それだけじゃないの。」私 は文句 を続

けました。「私の両親 は一緒に住んでもい

ないのよ。」マ リアは， しばらくだまり込

んでしまいました。彼女 は最近，彼女の

行っている教会 について私に紹介 して く

れたところで した。 あとになって話 して

くれたのですが，そのころのマ リアは，

自分 とは違 う家庭環境 に育 った人 と友達

になれるかどうか自信がなか ったそうで

す。でもマ リアは，すぐにある決心をし

ました。

しばらく歩 き続 けてから，マ リアは，

私の態度の悪 い点 を指摘するのではなく，

聖句を用 いることにしたのです。 マリア

は，二一ファイの言葉 を引用 して言いま

した。

「そこで私二一ファイは，私 の父に『私

は主が命 じた もうたことを行 って行 う。

)

つ 」

私 は，主が命 じた もうことには，人がそ
な もつ

れを為 しとげるために前以てある方法が

備 えてあ り， それでな くては，主は何の

命令 も人に下 したまわないことを承知 し

ているか らである』と言った。」(1二 一

ファイ3：7)

モ ルモ ン経 をまったく読 んだことがな

かった私には，教会の聖典 からの引用 は

耳慣れないものでした。で もマリアは私

に聖句の言葉 に従 うように勧めてくれま

した。私が十戒を学んでいて，その中の

両親 を敬 うという戒めをよく知 っている

ということが，彼女 にはわかっていたの

です。彼女は，主が助 けて くださるので

私 はその戒めを守ることができ，主が方

法を備えてくださると信 じるなら問題 を

解決で きる，と言 って くれ ました。

4年 たった今，私 は父とも母 とも， と

ても良 い関係になり，楽 しく暮 らしてい

ます。私はまた，教会の会員にもな りま

した。最初家族 の反対 に会 いましたし，

小 さな証 しかあ りませんで したが，証 を

強めるよう努力 し続け，両親が私のバプ

テスマを許可 してくれるのを待ちました。

気落ちした り， あきらめた りせずに，

どうしてそのような長 い期 間，信仰を持

ち続 けることができたので しょうか。 そ

れは，主を信頼 したときに，主が私に戒

めを守ることができるようにと，方法を

備えてくださったからです。□
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や野球 ， それ にボ～ イスカウ トの小旅 行 に行 くこ とが好 き

なこと も同 じで す。

またふた りは教会 の執事 の責 任 も大 好 きです。 、宝・た りの

集 ってい る教 会 は， 喫茶店 と交番 の間 にあ る，以前 はボー

リング場 だ った建物 を教会堂 に改造 した もので， そ こで の

聖餐会 で聖 餐 のパ スをする ことが， 、言・た りは大好 きで す。

日曜学校 や執事 定 員会 の集 会で福音 を学 ぶ ことも大 好 きで

す。 そ して何 よ りもふ た りは， す て き な両 親 とや さ しい

姉 たちを とて も愛 して い ます。 レンとロー はもちろん とて

も仲良 しです。

ふ た りは神 権 の大切 さ とす ばら しさにつ いて， 父親 と長

老定員会 の会長 の模範 か ら学 びま した。 また神権者 を支 え

る母親 や扶助 協会 の会 長 の模 範 か らも学 び ました。

高校 の校 長先生 をしてい る父親 と， 英語 の教師 を してい

る母親 を持 っ ふた りにとって，家庭 は大切 な教 育 の場で す。

しか し， ハ リス家族 にと って最 も大切 な教 育 は， 回復 され

た真実 の福 音 なのです。

レンと ローの ふた りが住 ん でいるプ ラクエム ニーは， と

うもろ こし畑 の続 く， なだ らかな地 形 の， 朝 もやの とて も

美 しいすて きな所 です。 ふた りの 家は， ミシシッ ピー川 か

らほんの1ブ ロ ック離 れた ところ にあ ります。 と きどき，

家族 で川岸 を一緒 に散 歩 した りします。 ミシシッ ピー川 の
み な も

ゆるやかな水 面 をなが めなが ら，家族 みんなの心 も穏 や か

で平安 な気持 ちに包 まれ ます。

レンは 自分 の家族 について，こう話 してい ます。「ぽ くた

ちは，本 当 に幸せ な家族 だ と、思い ます。両親 はぽ くの こと

をとて も愛 して くれて る し， ぽく も両親 を心か ら愛 して ま

す。毎 日， 朝 と夜 に家族 みん なで一 緒 に祈 ります。 そ して

祈 りのあ とに，一 人一 人抱 き しめて， どんな に愛 して いる

か を伝 えるん です。 お父 さんが仕事 か ら帰 って くる と， み

んなで玄 関 まで競 争 して走 って い って， お父 さんを迎 えた

りもするんで すよ。」

ハ リス家族 に とって，福 音学習 の時間 は とて も大切 な時

間で す。 ロー はこ う話 してい ます。 「ぼ くた ち は，家族 で

毎晩，聖典 を声 を出 して読 み ます。 そ して もちろん個 人個

人で も読 み ます。 モル モ ン経 を必 ず読 むよ うにしてい ます。

お父 さんが，今夜 は何 について読 みた いか を聞 いて くれ る

ので， みんなが読 みた い所 を読 む ように してい ます。」

ハ リス家族 は， とて も愛 あ る一致 した家族 で すが， それ

で もときに は，意 見の食 い違 いや解決 しなけれ ばな らな い

問題 もあ ります。 その よ うな ときは， 家族 会議 を開 いて話

し合 い， 問題 を全員 で解決 します。 ハ リス兄 弟姉妹 は， い

つ も公平 で， しか も思 いや りを もって，信 仰 に より家族 の

問題 を解 決 する ように心 が けてい ます。

ハ リス家族 の行 な うすべ ての ことには愛が あ ります。 愛

はお互 いを正 直 に します。 ローは 自分 の家 族 について こう

話 して います。「ぽ くは家族 を とて も愛 してい ます。そ して
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家族 の みんな もぽ くの こ とをとて も愛 して くれ てい ます。

家族 が ぽ くを愛 して くれて いる ことを，何 度 も何度 も感 じ

ま した。 お父 さんがぽ くの ことを本当 に愛 して くれて いる

と感 じた ことがあ ります。 ぽ くが まだ泳 げ ない ころ，4回
おぽ

も水 に溺 れ たこ とが あ りましたが， お父 さんは4回 とも，

洋服 を着 た まま，靴 もは いたま ま水 に飛 び込 んでぽ くを助

けて くれ ました。

神殿 で家族全 員が結 び固 めを受 けた ときは， まるでみん

な が永遠 の愛 の保 険 に入 ったよ うな， とて も安 心 した気持

ちにな りま した。 た とえこれか らぽ くた ちのだれ かに何 か

が起 こって も， 家族 は永 遠 に一 緒で す。」

ハ リス家族 にとって， アロ ン神権 の力 は，特 別 な意味 が

あ ります。 ハ リス家族 が改宗 したきっか けは， 通 りの向 こ

う に住 む12歳 の執事 の少年 が福 音 を紹 介した ことで した。

ローは神権 につ いて こう話 して います。「ぼ くは小 さい ころ

か ら神 権 を授 けられ るこ とを， 楽 しみ に して いま した。 ま

るで楽 しみな旅行の 日を何 日も前 か ら待 っているような気分

で した。神権 を受 けた とき は，本 当 にうれ しか ったで す。

なぜ な ら両 親 か ら神権 の大切 さについ ていつ も聞いて いた

か らです。」

レ ンも次 の よ うに話 して います。「ぽ くた ちは伝道 のため

に，今 か ら準備 して い ます。少 しず つ 自分 で貯金 もしてい

ます。 お父 さんは， ぽ くた ちにほ かの国の言葉 を勉 強 する

罠，匹 難
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脂澱 疋'



ように勧 め て くれ ま した。 ぼ くは スペ イン語 とフ ラ ンス語

を少 し勉強 して います。」

ふた りは伝道 に備 える ことや，教 会 でお話 の責 任 を果 た

す こ とや， どの ように奉 仕 を した らよいか について学 んで

います。ハ リス姉妹 は， アイ ダー姉 妹 の家 に訪 問教 師 とし

て訪 れ たと きの ことを今で もよ く覚 えて います。 アイダー

姉妹 の家 に着 くと， そ こには レンとローが いま した。 ふ た

りはア イダー姉妹 の壊 れ た芝刈 り機 の修 理 を手伝 ってい た

の です。レンは奉 仕 につ いてこ う話 してい ます。「いろん な

人を助 ける ことはとて も楽 しい ことです。 ぼ くた ちは毎 週

月曜 日には， お年寄 りの家 の庭 の手 入れ をする ことに決 め

てい ます。」

ハ リス兄 弟姉 妹 はふた りの双 子 の息子 たちを とて も誇 り

に思 って い ます。ハ リス姉 妹 は こう話 して い ます。「、宝・た り

は本 当 に特別 な子供 です。学校 で も優 秀 な生徒 として選 ば

れ ました。私 た ち家族 にこんな にすば らしい息子 たちが与

え られ るとは， 思 って もみ ませ んで した。私 は女の子 ば か

りの家 庭 で育 ったので なおさ らで す。私 たちは上 のふた り

の娘 が正 しい女 性 に育 って くれ ている ように， ふた りにも

正 しい 人に育 ってほ しいと願 って い ます。」

ハ リス兄 弟 はこう話 してい ます。「、ζ・た りとも私 の ことを

本 当 に愛 して くれてい ます。 そ して私 も彼 らを愛 してい ま

す。私 は 自分 自身よ りも、ζ・た りの息子 たちを愛 してい ると
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言 って もよいほ どです。 いつ もふ た りの ために， もっと良

い父親 にな ろうと努 力 して い ます。私 は 自分 に神権 が授 け

られた ときの ことを今 で もよ く覚 えてい ます。 そ して神権

を持 つ ことが，私 に とって どん な意味 をもつのか という こ

と を知 った ときの喜 び も忘 れ ることがで きません。私 は長

い間，息子 た ちが神権 者 にな ることを待 ち望 んで いま した。

支部 長 が， 息子 たちを アロ ン神 権 を授 けるにふ さわ しい兄

弟 た ちであ ると認 めて くだ さった ときには， 息子 たちを本

当 に誇 らしく思 い ました。私 は， ふた りが救 い主 イエス ・

キ リス トの望 んでお られ る ことを もっとよ く理 解 し， キ リ
そな

ス トの よ うな人格 を具 えた人 に成長 して くれる よう望 んで

い ます。 そ うす れば， あ らゆ る場 で祝福 を分 か ち合 うこと

がで きるで しょう。 ふ た りは， すで に私 たち に大 きな祝福

を与 えて くれて い ます。」

日曜 日の午後 は， レンとロー に とって， とて も楽 しみ な

時間で す。 なぜ な らふ た りの父親 であ るハ リス兄弟 が， レ

ンとローに， 自分 の子供 の ときの話 をして くれ るか らです。

ふた りは， 父親 の子供 の と きの話 を聞 くこ とが映画 やゲー

ムや魚釣 りをす るこ とよ りも何 よ りも好 きなので す。 ハ リ

ス兄弟 は， 若 いころ， 日記 をつ けては いませんで したが，

彼 の話 はま るで， つ いきの うの ことの ように生 き生 きとし

てい るので， ふ た りの息子 は，父親 の その ときの気持 ちが

伝 わ って くるようで， いつ も話 に引 きつ け られて しまい ま

す。 レ ンとロー は， いつ も 「それ か らどうな ったの?そ

れか らどうな ったの?」 と次 の話 が聞 きた くて仕方 があ り

ません。

ハ リス兄 弟 は，、曽、子 たちに話 したあ とで， いつも、書・た り

に こう尋 ね ます。「きょ うの話 の中で，君 たち はどんな こと

を学 ん だかな?」 そ して息子 た ちの答 えに耳 を傾 け ます。

ハ リス兄弟 はまた尋 ね ます。「話 を聞 いて どう思 った?ど

んなふ うに感 じたかな?」 そ してまた、冒、子 た ちの答 え に耳

を傾 け ます。親 子 で その と きの気持 ちを分 か ち合 う ことは，

すば ら しい経 験 です。愛 と知 識 の糸 は，決 して ほどけ るこ
きずな

とのな い家族 の絆 を美 しく編 み あげて い くので す。

レンとロー は， とて も幸 せな少年 です。 ふ た りは互 い に，

とて も強 い絆で結 ばれて い ます。 ル イジアナの美 しい 自然

と， 雄大 な ミシ シッピー 川 と， やさ しく義 しい両親 と，神

様 の祝 福 の中で。 そ して すば ら しいお互 いの友情 の中で。

初 めて ふた りを見 た人 たちは， レンとローの見分 けがつ か

ないで しょう。 しか し， ふた りを よく知 って いる人た ちや，

ふた りを愛 す る人 た ちは， レンとロー をす ぐに見分 け るこ

とがで き ます。 そ して レンとローは，天 のお父様 がふた り

をや さ しく心か ら愛 して くだ さ り， ふ た りの こ とを よくご

存 じで ある ことを知 ってい ます。

レン とロー は愛 と真実 の福 音 に よ り， ひ とつに結 ばれ て

い ます。 レンとロー は，幸 せ もいつ も二倍 にして分 か ち合

え る特別 な双子 の兄弟 なので す。 □
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美
しいピアノの音色,た くみな10本 の

指によって生み出される旋律がホー

ルの隅々までこだまし,300人 以上にのぼ

る聴衆の心を捕 らえて放しません。曲が終

わるごとに嵐のような拍手が起こり,人 々

を陶酔の世界から呼び覚まします。この音

色は遠方より来られた方の美しい両手によ

って生み出されるのです。この方は私たち

が長い間待ち望んできた方で,日 華友好の

ために来 られた石井由美姉妹です。

石井姉妹はピアノを専門に学ば札 たい
そうけい

へん造詣の深い方です。ピアノを教え,後

進の方々を育てられるとともに,よ き師を

求めひたすら精進 してこられたと聞きます。

ム撚糠総 鐙
｢占｢

撫 璋選 鰍 .1指1･:

｢レ の4泊5日 の旅魁 これほど忘 れら

《一･れ ない思い出になるとは思ってもみ

ませんでした。

｢中 日交流音楽会｣で の協演を石井由美

姉妹から頼まれたときには,正 直なところ

お断わりできればと思いました。理由はい

ろいろありましたが,保 守的な私は新 しい

ことに飛び込む勇気もなく,そ れにも増 し

て石井姉妹の足を引っ張るだけだと思い,

迷 っていました。それでも主人から｢石 井

姉妹は病気をおして主のために奉仕しよう

としているんだよ｣と 言われ,気 がすすま

ぬまま承知 しました。

それからしばらくしたある日,神 殿に参

入したときのことです。｢おのれの才能,財
ささ

産,時 間のすべてを主に捧げる｣と いう主

との誓約が参入の間ずっと頭の中で鳴 り響

いたのです。

アルマ26章12節 の｢私 は自分が取るに足

らない者であることを知 っている。私 の
ちか ら

能力は弱い。それであるから,私 は自分の

ことを誇 らないでただ私の神のことを誇る。

それは神のたもう能力によって何事もする

ことができるからである｣と いう,ア ンモ

ンがアロンに述べた言葉を思い出しました。

それと同時に,目 先のことばかりに捕 らわ

れていた自分が恥ずかしく,心 から洗い清

められる思いがしました。主が助けてくだ

さる。これは主への奉仕なのだ…∵･と。

台北では,渡 部ご夫妻をはじめ教会員の

方々がとても温かく迎えてくださり,感 激

で胸がいっぱいになりました。

音楽会の前夜,2台 のピアノで石井姉妹

とリハーサルをしましたが,石 井姉妹の音

が残響のためにさっぱり聴こえてきません。

セカンドピアノ奏者が音を聴くことができ

ないというのは致命的でした。まったくお

手上げといった状態で,そ の夜祈 りました。

どうかほんの少しでも石井姉妹に音を合わ

せることができますように……。
●

それだからこそ,こ のようなすばらしい進

歩を遂げられたのでしょう。石井姉妹はピ

アノの演奏技術だけではなく,演 奏曲の感

情表現にも独創的なものがあります。また
みやぴ

彼女の謙遜な態度,気 高く雅やかな気質に

感心させられました。

私たちは台北東,西 両ステーキ部合同主

催による｢中 日交流音楽会｣を 成功に終わ

らせることができました。願わくは,近 い

将来再び石井姉妹たちをお迎えし,こ のよ

うなすばらしい機会をもうけることができ

ればと思います。そのときは再び私たち台

湾の兄弟姉妹をさらにすばらしい演奏で魅

了してくださることでしょう。(リュウ･チ

ュンフォァ1931年 生 まれ)

韓

.

.羅

輿

本番になって,ソ ロを弾いているときに

マイクがあるのに気がつきました。はたし

て石井姉妹の音が聴こえるかどうかです。

先に私が弾き始めました。最初の部分を弾

き終わると同時に石井姉妹が弾き始めまし

た。聴こえるのです。それもはっきりと明

瞭に。リハーサルではあれほど聴 こえなか

った石井姉妹の音が,本 番ではレコー ドを

聴いているように鮮明に聴こえてくるので

す。石井姉妹が私を見守 りながら弾いてく

ださっているのをひしひしと感じました。

演奏が終わったとき,主 に感謝すると同

時に石井姉妹の霊的な愛に心から感謝しま

した。彼女を通して,主 の導きを感じまし

た。また,台 湾の人々の温かいまなざしを

見るとき,彼 らの琴線に触れた思いがしま

した。国籍 も言葉も違うけれども,福 音を

通して私たちはひとつであること,国 境を

越えて主につながっていることを実感させ

られました。台湾の人々の笑顔をいまだに

忘れることができません。今回の音楽会が

日華友好の掛け橋 となることを,心 よりお

祈りいたします。(つちもち･え りみ1961

年生 まれ,横 浜ステーキ部若い女性会長)
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札幌西ステーキ部

アイヌ語でオタルナイ(砂 の浜)
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●全 国各地のワード部/

支部をご紹介するコー

ナーです。
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小甥警鼎癒雛畿
参加させてもらったのですが,私 が教会員

となったのは,今 から16年 ほど前で建物も

新築されたばかりのころでした。そのころ

は教会員の数 も少なく30人 を少 し越える

ほどでしたが,建 物が献堂 されてから,ゆ

っくりではありますが着実に歩み続けてき

ました。

昨年ノ｣樽ワード部は,｢ひ とつとなる｣と

いう目標をもって頑張ってきました。この
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目標のひとつの成果は29人 のバプテスマ

という目に見える形で表われました。 これ

は宣教師と会員たちの一致の賜でした。

昨年に続き,今 年 も新たに｢思 いと行な

いをキリストに近づける｣と いう目標を定

め,ス タートしました。 この末 日の時代,

自分 自身を主に近づけようと考えるのは必

要なことです。きょうの自分よりも明日の

自分 は,考 え方,祈 ること,聖 典を学ぶこ

と,人 に親切にすることすべてにおいて,

少 しでも進歩 しよう。それは,そ の分 だけ
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は学生時代,街 頭で姉妹宣教師から

私 声をかけられたことがありました。
耳が不自由な私に,彼 女は筆記で神様のこ

とを教えてくれましたが,当 時私は宗教に

無関心で,彼 女の言うこともよくわからな

かったため,そ れ以上福音を学ぼうとはし

ませんでした。

数 日後,家 の中で珍 しい本を見つけ,開

けてみるとむずかじい文章が書かれていま

した。ページをめくっていくうちに,イ エ

ス様が使徒 を按手聖任している挿絵に目が

とまりました。どことなく心引かれ,し ば

らくその絵から目を離すことができません

でした。あとでわかったのですが,そ れは

妹が宣教師からもらったモルモン経でした。

その後,教 会員になった友達から福音を

北海道西部,石 狩湾に面する都市,小

樽は,ア イヌ語Zオ タルナイ(砂の浜)ど

のの,南 の室蘭港とならんτ北海道の開

拓どどもに急速に発展しτまた港町τす。

明治のはじめに札幌に開拓使がおかれ,

鉄道が開通しτから,サ ハリン(樺太)を

後背地どしτ発展しました。手宮洞窟の

古代文字などの史跡もあり,北 部の海岸

には景勝地が多く丁963年 にニセコ積丹

小樽海岸国定公園に指定されました。

主に近づくことになるのではないか,そ う

考えたのです。

｢聖典を学ぼう｣
,｢日 々証を新しく｣,｢開

拓者たちの信仰に学ぼう｣,｢家 族の一人一

人に関心を示そう｣と 四半期ごとのサブテ

ーマを設け,1年 後の自分が今の自分より

もはるかに優れた者 となることができるよ

うに,私 たちは今,頑 張っています。(まる

なか･し ゅん1953年 生 まれ)

聞 き,だ んだん興味がわいてきて宣教師か

らレッスンを受けるようになりました。耳

の聞こえない私に,長 老たちは時間をかけ

て,筆 談を交えてゆっくりと話してくださ

いました。それまでは,イ エス様が十字架で

亡くなられたことは知っていましたが,釘

を打たれたことは初めて知 り,驚 き,感 動

しました。

ところが私は,｢天 のお父様,助 けてくだ

さい｣と 祈るある姉妹の姿を見て,宗 教に

頼って生きる入は弱い人だと感じ,ま たジ

ョセブ･ス ミスの見神や,神 様が生きてい

ることを証する教会員に対 しても疑問を持

ちました。いつも祈るとき,イ エス様に感

謝しながらも,イ エス様がどれだけ苦しん

で死なれたのか私にはわかりませんでした。
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盈0/34(32)7969JR小 樽馬尺から徒歩5分

たとしたら……。｣ぞ っとする思いでした。

力の限界も近づいていました。私 はひとり

この子をこのような恐ろしさと心細さの中

から,死 の世界へ旅立たせるのなら,必 ず

私 も一緒に行こうと決心 していました。

危険区域を知らせる黄色のブイのところ

を過ぎました。私はそのとき悲しみが込み

上げてきました。長男のことを思い出した

からです。あの子をおいて死ぬわけにはい

かない。まだ若い,こ れからも多くの問題

を乗 り越えなければならないであろう私の

もうひとりの息子です。心が引きちぎられ

るような悲しみでした。｢神よ,助 けてくだ

さい。｣必死 の叫びでした。絶叫に近い心の

叫びだったのです。

そのときです。大波が私のすぐ後ろで起

こり,私 たちはまた水中に引きずり込まれ

ました。ぐいっと前方へ腕と足が引っ張ら

れたような気がしました。そのとき,不 思

議なことが起 こりました。あの大波の去っ

た後,だ れかが私 を地面に立たせました。

まるでストンと置かれたようです。｢立てる

わよ!｣｢立 ってごらんなさい!｣あ のときの

息子の笑顔は生涯忘れられません。

私たちはしっかり手をつないだまま一気

に走 りました。何度も大波をかぶりながら

ひたすら岸まで駆け上がりました。

岸から見ていた母の話はこうでした。海

水の色でふたりが潮の川に流されているこ

とを悟ったとき,母 はあわてふためき,必

死に手を振って私たちに危険を知らせよう

としました。でも波の音にかき消されてそ

の声も届 きません。駆けずり回って男の人

に助けを求めました。でも皆 自分の命が大

切でした。土地の人は,土 用波の恐ろしさ

をいやというほど知っていたのかもしれま

せん。ついに母は,が っくり砂浜にひざを

折 り神に助けを求めました。

そのとき母は,私 たちのすぐ後ろに小山

のような白い波が起 こりラ私たちを岸辺近

くまで押 し出したのを見たのです。母は｢あ

の大 きな波は,あ なたたちの後ろだけにし

か起 きなかったのよ。まったく突然に。 白

い巨大な波だった。あなたの神が救ってく

れたに違いない｣と 話 してくれました。

もしも科の心の中に,神 に対する深い愛

の思いと,感 謝と信頼に裏づけられた従順

な思いがあるのだとしたら,あ の日を契機

として変えられたのかもしれない,と いつ

も思います。私も息子も特別に与えられた

.命 を決 して無駄にしてはならないのです。

私は生涯神を証する者になろうと,そ のと

きから決心 しているのです。(ふ した･あ き

こ1941年 生 まれ,扶 助協会会長)
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